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一
八
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
靴
革
流
通
と
靴
革
商
組
合

七
七
（
三
一
三
）　

は
じ
め
に

筆
者
は
か
つ
て
『
オ
リ
エ
ン
ト
』
誌
上
に
発
表
し
た
一
八
世
紀

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
靴
工
・
靴
屋
組
合
に
関
す
る
小
論
に
お
い
て
、

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
内
外
か
ら
供
給
さ
れ
た
靴
革
を
卸
売
す
る
靴
革
商

の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
が）

1
（

、
主
な
史
料
と
し
て
用
い
た
イ
ス
タ

ン
ブ
ル
・
ア
フ
キ
ャ
ー
ム
台
帳İstanbul A

hkâm
 D

）
2
（

efterleri

の
性
格
上
、
靴
革
商
と
そ
の
同
職
組
合
の
実
態
に
つ
い
て
は
充
分

に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
の
目
的
は
、
前
述
の

台
帳
に
加
え
て
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
・
シ
ャ
リ
ー
ア
法
廷
台
帳

İstanbul M
ahkem

esi Şer̒
iye Sicil D

）
3
（

efterleri

お
よ
び
総
理

府
オ
ス
マ
ン
古
文
書
館Başbakanlık O

sm
anlı A

）
4
（

rşivi

所
蔵

の
政
府
文
書
を
主
な
史
料
と
し
て
用
い
、
こ
う
し
た
課
題
を
克
服

す
る
こ
と
に
あ
る
。

靴
革
商
組
合
の
考
察
に
は
、
近
年
、
Ｓ
・
フ
ァ
ロ
ー
キ
ー
に

よ
っ
て
そ
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
商
工
民
・
同
職
組
合
と
市
場

と
の
関
係
に
着
目
す
る
研
究
視
角）

5
（

が
有
効
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
重
視
さ
れ
て
き
た
組
合
の
組
織
構
造

や
政
府
と
の
関
係
に
加
え
て
、
靴
革
流
通
に
お
け
る
靴
革
商
組
合

の
関
与
や
役
割
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
、
商
工
民
の
商
業

活
動
の
多
様
性
や
、
必
ず
し
も
商
工
業
規
定
（ihtisâb

）
や
公
定

価
格
（narh

）
に
束
縛
さ
れ
な
い
取
引
の
あ
り
方）

6
（

、
遠
隔
地
商

人
と
の
関
係）

7
（

と
い
っ
た
従
来
看
過
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
諸
問
題

の
議
論
に
必
要
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
流
通

に
対
す
る
政
府
の
管
理
・
監
督
の
あ
り
方
が
品
目
ご
と
に
多
様
で

あ
っ
た
こ
と
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う）

8
（

。

本
稿
で
は
以
上
を
踏
ま
え
、
一
八
世
紀
に
お
け
る
イ
ス
タ
ン
ブ

ル
へ
の
靴
革
供
給
と
そ
れ
に
携
わ
る
遠
隔
地
商
人
の
状
況
を
可
能

一
八
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
靴
革
流
通
と
靴
革
商
組
合

藤
　
木
　
健
　
二



史
　
　
　
学
　
第
八
二
巻
　
第
三
号

七
八
（
三
一
四
）　

な
限
り
整
理
し
、
靴
革
商
組
合
の
組
織
と
役
員
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル

に
お
け
る
靴
革
流
通
と
価
格
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
そ
の

な
か
で
靴
革
商
組
合
の
靴
革
流
通
に
お
け
る
役
割
や
政
府
と
の
関

係
、
遠
隔
地
商
人
や
靴
工
と
い
っ
た
関
連
業
種
と
の
関
係
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、
近
年
、
前
近
代
オ
ス
マ
ン
朝

に
お
け
る
社
会
構
造
全
般
の
不
変
性
を
強
調
す
る
か
つ
て
の
見
方

へ
の
批
判
と
し
て
同
職
組
合
の
歴
史
的
動
態
や
組
織
的
柔
軟
性
に

着
目
し
た
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
が）

9
（

、
こ
れ
に
関
連
し
て
、

一
八
世
紀
後
半
以
降
に
顕
著
と
な
る
靴
革
不
足）

10
（

と
一
七
八
九
年
に

実
施
さ
れ
た
専
売
廃
止
令）

11
（

の
実
態
を
検
証
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
が
靴

革
流
通
や
靴
革
商
組
合
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。

一　

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
へ
の
靴
革
供
給
と
遠
隔
地
商
人

一
八
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
靴
産
業
で
は
、
サ
フ
テ
ィ

ヤ
ン
（sahtiyân

）
と
呼
ば
れ
る
山
羊
や
子
牛
の
高
級
革
の
ほ
か
、

キ
ョ
セ
レ
（kösele

）
な
い
し
ギ
ャ
ー
ヴ
サ
ー
レ
（gâvsâle
）

と
呼
ば
れ
る
牛
革
、
メ
シ
ン
（m

eşin

）
と
呼
ば
れ
る
一
般
的
な

羊
革）

12
（

、
サ
ー
ル
（sa ğrı

）
と
呼
ば
れ
る
馬
・
ラ
バ
・
ロ
バ
の
革）
13
（

な
ど
を
用
い
て
多
様
な
靴
が
作
ら
れ
た
が
、
な
か
で
も
重
要
な
の

は
サ
フ
テ
ィ
ヤ
ン
革
で
あ
り
、
特
に
ア
ナ
ト
リ
ア
の
皮
鞣
業
の
中

心
地
と
し
て
知
ら
れ
る
カ
イ
セ
リK

）
14
（

ayseriye

の
も
の
が
重
用

さ
れ
た
。
例
え
ば
一
七
九
三
年
の
靴
の
価
格
表）

15
（

に
よ
る
と
、
当
時

の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
生
産
さ
れ
た
一
九
〇
種
の
靴
の
う
ち
、
少
な

く
と
も
一
四
〇
種
で
サ
フ
テ
ィ
ヤ
ン
革
が
主
な
材
料
と
し
て
用
い

ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
一
一
一
種
で
は
カ
イ
セ
リ
産
が
用
い
ら

れ
た
。
そ
の
一
方
で
メ
シ
ン
、
キ
ョ
セ
レ
、
サ
ー
ル
各
革
の
用
途

は
、
サ
ン
ダ
ル
（terlik

）
の
材
料
や
ブ
ー
ツ
（çizm

e

）
の
裏

地
・
底
・
踵
部
分
な
ど
の
材
料
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
内
外
に
お
け
る
靴
革
の
生
産
と
供
給
に
関
す
る

通
時
的
・
統
計
的
デ
ー
タ
は
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
た
め
、
そ

の
実
態
解
明
に
は
断
片
的
な
事
例
の
分
析
を
積
み
重
ね
て
ゆ
く
必

要
が
あ
る
。
ま
ず
、
関
税
台
帳
（güm

rük defteri

）
を
も
と
に

作
成
さ
れ
た
一
七
九
三
年
の
法
廷
記
録）

16
（

に
依
拠
し
て
地
方
か
ら
の

供
給
量
を
み
る
と
、
同
年
の
計
五
か
月
に
お
い
て
一
四
〇
二
梱

（denk

）
の
靴
革
が
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
税
関
に
運
ば
れ
た
が
、
そ

の
約
八
七
％
に
相
当
す
る
一
二
二
二
梱
（
一
九
八
〇
五
束

tura

）
は
サ
フ
テ
ィ
ヤ
ン
革
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
そ
の
う
ち
の

七
六
〇
梱
（
全
体
の
約
五
四
％
、
一
五
二
〇
〇
束
）
は
カ
イ
セ
リ

か
ら
運
ば
れ
た
（
表
１
）。
一
般
に
サ
フ
テ
ィ
ヤ
ン
革
は
四-

五

枚
を
一
束
と
し
た
の
で）

17
（

、
そ
う
で
あ
れ
ば
サ
フ
テ
ィ
ヤ
ン
革
の
総

数
は
七
九
二
二
〇
枚
か
ら
九
九
〇
二
五
枚
に
相
当
し
、
そ
の
う
ち

カ
イ
セ
リ
産
は
六
〇
八
〇
〇
枚
か
ら
七
六
〇
〇
〇
枚
と
な
る
。
残



一
八
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
靴
革
流
通
と
靴
革
商
組
合

七
九
（
三
一
五
）　

り
の
内
訳
を
み

る
と
、
キ
ョ
セ

レ
革
は
一
五
九

梱
（
二
三
八
五

片kıta̒ât

）
で

あ
り
、
メ
シ
ン

革
は
二
一
梱

（
二
一
〇
〇
バ

ハ
ー b

）
18
（

ahâ

）

に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
こ
の
記
録

が
作
成
さ
れ
た

一
七
九
三
年
は

後
述
す
る
よ
う

に
カ
イ
セ
リ
産

サ
フ
テ
ィ
ヤ
ン

革
を
中
心
と
す

る
靴
革
の
不
足

が
深
刻
化
し
た

時
期
に
あ
た
る

こ
と
か
ら
、
通

常
は
更
に
多
く
の
靴
革
が
カ
イ
セ
リ
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
先
述
し
た
カ
イ
セ
リ
産
サ
フ

テ
ィ
ヤ
ン
革
の
重
要
性
を
数
量
的
に
み
て
と
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。

次
に
一
七
三
〇-

三
一
年
と
九
三
年
に
お
け
る
靴
革
の
価
格
表）
19
（

お
よ
び
一
七
九
三
年
の
税
関
へ
の
搬
入
記
録）
20
（

を
も
と
に
地
方
の
供

給
地
の
分
布
を
み
る
と
、
い
ず
れ
の
時
期
に
も
イ
ス
パ
ル
タ

Isparta

、
イ
ズ
ミ
トİznikm

id

、
ウ
シ
ャ
クU

şak

、
カ
イ
セ
リ

の
四
か
所
か
ら
サ
フ
テ
ィ
ヤ
ン
革
が
供
給
さ
れ
て
お
り
、
一
七
三

〇-

三
一
年
に
は
そ
の
他
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
アİskenderiye

、

エ
デ
ィ
ル
ネEdirne

、
エ
ル
ズ
ル
ムErzurum

、
コ
ン
ヤ

K
onya

、
チ
ュ
ニ
スT

unus

、
デ
ィ
ヤ
ル
バ
ク
ルD

iyarbekir

、

テ
ッ
サ
ロ
ニ
キSelânik

、
ト
ス
ヤT

osya

の
八
か
所
か
ら
サ
フ

テ
ィ
ヤ
ン
革
が
、
ゲ
レ
デGerede

か
ら
キ
ョ
セ
レ
革
が
供
給
さ

れ
た）

21
（

。
一
七
九
三
年
に
は
上
記
四
か
所
に
加
え
て
カ
ラ
ジ
ャ
ベ
イ

M
ihaliç

、
カ
ラ
ミ
ュ
ル
セ
ルK

aram
ürsel

、
ス
ィ
マ
ヴSim

av

、

ス
リ
ベ
ンİslim

iye

、
ト
リ
ポ
リT

arabulus

、
バ
ル
ケ
ス
ィ
ル

Balıkesir

、
バ
ン
ド
ゥ
ル
マBandırm

a

、
ム
ダ
ン
ヤM

udanya
の
八
か
所
か
ら
サ
フ
テ
ィ
ヤ
ン
革
が
、
イ
ス
キ
リ
プİskilip

と

ヴ
ィ
ゼV

ize

か
ら
メ
シ
ン
革
が
供
給
さ
れ
た
。
ま
た
、
エ
デ
ィ

ン
ジ
キEdincik

と
ト
カ
トT

okat

は
前
述
の
諸
史
料
か
ら
見

出
さ
れ
な
い
が
、
靴
革
商
が
法
廷
で
証
言
し
た
際
、
カ
イ
セ
リ
、

表１　ヒジュラ歴 1207‐08 年（西暦 1793 年）におけるイスタンブル税関への靴革の搬入量
年／月
（ヒジュ
ラ歴）

カイセリ産
サフティヤン革

その他の
サフティヤン革 キョセレ革 メシン革 合計

1207/08 214 梱 （4,280 束） 56 梱 （545 束） 13 梱 （195 片） 1梱 （100バハー）284 梱
1207/10 154 梱 （3,080 束）145 梱 （1,450 束） 14 梱 （210 片） ─ 313 梱
1207/11 148 梱 （2,960 束） 50 梱 （500 束） 13 梱 （195 片） ─ 211 梱
1207/12 55 梱 （1,100 束） 56 梱 （560 束） 65 梱 （975 片）15 梱 （1,500 バハー）191 梱
1208/04 189 梱 （3,780 束）155 梱 （1,550 束） 54 梱 （810 片） 5梱 （500バハー）403 梱
合　　計 760 梱 （15,200 束）462 梱 （4,605 束）159 梱 （2,385 片）21 梱 （2,100 バハー）1,402 梱

＊カイセリ産サフティヤン革 1梱は20 束、その他のサフティヤン革 1梱は7束ないし10 束に相当する。
＊キョセレ革 1梱は15 片、メシン革 1梱は100バハーに相当する。
＊典拠：İŞS no. 201, pp. 49B-2, 50B-1, 56A-2, d. 1207-08（1793）.



史
　
　
　
学
　
第
八
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巻
　
第
三
号

八
〇
（
三
一
六
）　

イ
ズ
ミ
ト
、
コ
ン
ヤ
と
共
に
主
要
な
供
給
地
と
し
て
度
々
そ
れ
ら

の
地
名
を
挙
げ
て
い
る）

22
（

（
地
図
）。
こ
れ
ら
の
分
布
を
み
る
と
、

北
西
ア
ナ
ト
リ
ア
に
若
干
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
中
央
・
東

ア
ナ
ト
リ
ア
や
バ
ル
カ
ン
東
南
部
、
北
ア
フ
リ
カ
沿
岸
部
な
ど
を

含
む
広
範
な
地
域
か
ら
供
給
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、

一
七
三
〇-

三
一
年
と
一
七
九
三
年
の
両
時
期
に
共
通
す
る
供
給

地
が
四
か
所
に
過
ぎ
ず
、
靴
革
商
の
証
言
に
あ
る
エ
デ
ィ
ン
ジ
キ

と
ト
カ
ト
が
両
時
期
の
史
料
か
ら
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
を
考
え
る

と
、
別
格
で
あ
っ
た
カ
イ
セ
リ
を
除
く
供
給
地
に
つ
い
て
は
、
そ

の
時
々
の
生
産
や
流
通
の
状
況
に
応
じ
て
変
化
し
た
可
能
性
に
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う）

23
（

。

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
は
イ
ェ
デ
ィ
ク
レY

edikule

、
ウ
ス
キ
ュ

ダ
ルÜ

sküdar

、
エ
ユ
プEyûb

、
カ
ス
ム
・
パ
シ
ャK

āsım
 

Paşa

、
ト
プ
ハ
ー
ネT

ophâne

、
ハ
ス
キ
ョ
イH

asköy

各
地

区
の
皮
鞣
工
（debbâ ğ

）
に
よ
っ
て
サ
ー
ル
革
以
外
の
三
種
の

革
が
鞣
さ
れ
た
が）

24
（

、
靴
革
と
し
て
は
少
な
く
と
も
イ
ェ
デ
ィ
ク
レ

と
ウ
ス
キ
ュ
ダ
ル
の
工
房
群
か
ら
サ
フ
テ
ィ
ヤ
ン
、
キ
ョ
セ
レ
、

メ
シ
ン
各
革
が
、
エ
ユ
プ
と
カ
ス
ム
・
パ
シ
ャ
の
工
房
群
か
ら

キ
ョ
セ
レ
革
が
供
給
さ
れ
た
こ
と
が
史
料
か
ら
跡
付
け
ら
れ
る）

25
（

。

サ
ー
ル
革
は
ウ
ン
カ
パ
ヌU

nkapanı

地
区
に
工
房
を
構
え
る
皮

鞣
工
（sa ğrıcı
）
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
靴
革
に

地図　18 世紀におけるイスタンブルへの靴革供給地
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一
八
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
靴
革
流
通
と
靴
革
商
組
合

八
一
（
三
一
七
）　

用
い
ら
れ
ず
、
ク
リ
ミ
ア
地
方
で
鞣
さ
れ
た
サ
ル
ジ
ャ

（sarıca

）
と
呼
ば
れ
る
種
類
の
サ
ー
ル
革
が
彼
ら
を
介
し
て
供

給
さ
れ
た）

26
（

。

地
方
で
生
産
さ
れ
た
靴
革
の
調
達
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
へ
の
輸
送
、

靴
革
商
へ
の
卸
売
に
従
事
し
た
の
は
ム
ス
リ
ム
の
遠
隔
地
商
人

（tüccâr, bâzerg
）
27
（ân
）
で
あ
っ
た
。
史
料
に
お
い
て
度
々
「
カ
イ

セ
リ
商
人
（K

ayseriye tüccârı, K
ayseriye bâzergânı

）」

と
い
う
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
カ
イ
セ
リ
で
靴

革
を
調
達
し
た
と
推
察
さ
れ
る）

28
（

。
彼
ら
の
調
達
や
輸
送
の
実
態
に

は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
少
な
く
と
も
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
靴
革
を

供
給
す
る
た
め
の
資
格
や
方
法
、
義
務
な
ど
が
規
定
さ
れ
た
形
跡

は
な
く
、
一
七
七
九
年
の
法
廷
記
録
に
「
遠
隔
地
商
人
が
自
ら
仕

入
れ
る
場
合
で
あ
れ
、
カ
イ
セ
リ
で
協
業
者
（şerîk

）
を
雇
う

場
合
で
あ
れ
、
カ
イ
セ
リ
で
は
適
正
価
格
（de ğer bahâ

）
で

﹇
靴
革
を
﹈
購
入
す
る
こ
と）

29
（

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
経
営
の
手
法
や

規
模
は
一
様
で
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
彼
ら
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ル

で
靴
革
を
卸
売
す
る
た
め
、
靴
革
商
の
店
舗
が
あ
る
メ
ル
ジ
ャ
ン

市
場M

ercân sûku

周
辺
の
幾
つ
か
の
ハ
ン
（hân

）
に
分
か

れ
て
滞
在
し
た
。
例
え
ば
一
七
八
九
年
の
法
廷
記
録
に
よ
る
と
、

当
時
、
タ
フ
タ
・
ハ
ンT

ahta h

）
30
（

ânı

に
滞
在
し
た
遠
隔
地
商
人

は
六
名
、
ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
・
ハ
ン
‘Alî Paşa h

）
31
（

ânı

に
は
一
名
、

ピ
ー
リ
ー
・
パ
シ
ャ
・
ハ
ンPîrî Paşa h

）
32
（

ânı

に
は
四
名
、
メ
ル

ジ
ャ
ン
・
ハ
ンM

ercân h

）
33
（

ânı

に
は
三
名
、
ヨ
ル
ゲ
チ
ェ
ン
・

ハ
ンY

olgeçen h

）
34
（

ânı

に
は
六
名
、
セ
ペ
ト
ジ
レ
ル
・
ハ
ン

Sepetciler h

）
35
（

ânı

に
は
五
名
で
あ
っ
た）
36
（

。
ま
た
、
パ
ス
ト
ゥ
ル
マ

ジ
ュ
・
ハ
ンPastırm

acı h

）
37
（

ânı

や
ヴ
ァ
ー
リ
デ
・
ハ
ンV

âlide 
h

）
38
（

ânı

に
滞
在
し
た
者
も
他
の
史
料
に
お
い
て
観
察
さ
れ
る）
39
（

。

彼
ら
は
同
職
組
合
な
ど
の
組
織
を
持
た
な
か
っ
た
が
、
一
七
九

三
年
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
は
靴
革
を
扱
う
遠
隔
地
商
人
の
長
と
し

て
遠
隔
地
商
人
長
（baş bâzergân, bâzergânbaşı

）
と
呼
ば

れ
る
役
職
が
存
在
し
た）

40
（

。
同
職
に
任
命
さ
れ
た
ハ
ジ
・
ヒ
ュ
セ
イ

ン
・
ア
ー el-H

âcc H
üseyin A

ğa bin A
hm

ed

の
活
動
を
み

る
と
、
後
述
す
る
よ
う
に
追
放
さ
れ
た
遠
隔
地
商
人
の
残
し
た
在

庫
や
物
品
の
処
分
を
め
ぐ
っ
て
法
廷
に
申
立
て
を
行
っ
た
ほ
か）

41
（

、

法
廷
に
お
け
る
靴
工
長
の
任
命
や
靴
革
流
通
に
関
す
る
協
議
に
も

参
加
し
て
お
り）

42
（

、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
同
職
の
役
割
は
靴
革
を
扱

う
遠
隔
地
商
人
を
管
理
し
、
そ
の
代
表
と
し
て
政
府
や
関
連
業
者

と
の
交
渉
に
あ
た
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う）

43
（

。
し
か
し
同
年

九
月
に
は
、
遠
隔
地
商
人
長
の
干
渉
が
適
切
な
靴
革
流
通
を
妨
げ

て
い
る
と
す
る
関
連
業
者
の
訴
え
を
受
け
、
同
職
を
廃
止
す
る
裁

定
が
下
さ
れ
た）

44
（

。
そ
れ
以
降
、
一
九
世
紀
以
前
に
は
管
見
の
限
り

一
七
九
七
年
の
一
件
の
事
例）
45
（

を
除
い
て
史
料
に
そ
の
姿
を
現
し
て



史
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八
二
（
三
一
八
）　

い
な
い
こ
と
か
ら
、
前
述
の
裁
定
後
も
同
職
は
何
ら
か
の
理
由
で

存
続
し
た
が
、
そ
の
靴
革
流
通
に
お
け
る
役
割
は
大
き
く
減
少
し

た
と
推
察
さ
れ
る
。

彼
ら
が
ハ
ン
に
持
ち
込
ん
だ
在
庫
や
物
品
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
事
例
か
ら
あ
る
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
一

七
九
三
年
、
パ
ス
ト
ゥ
ル
マ
ジ
ュ
・
ハ
ン
の
部
屋
（oda

）
に
滞

在
し
て
い
た
遠
隔
地
商
人
バ
フ
チ
ェ
ジ
オ
ー
ル
・
ア
フ
メ
ト

Ba ğçeci-o ğlu A
hm

ed
が
靴
工
長
（dikicibaşı

）
の
選
出
・
任

命
を
め
ぐ
る
贈
賄
の
罪
で
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
か
ら
追
放
さ
れ）

46
（

、
そ
の

部
屋
に
は
彼
の
在
庫
や
物
品
が
放
置
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
事
態
を

受
け
、
カ
ー
デ
ィ
ー
は
遠
隔
地
商
人
長
に
管
理
者
（kayyum

）

と
し
て
在
庫
と
物
品
を
管
理
す
る
よ
う
に
命
じ
、
そ
れ
ら
を
法
廷

台
帳
に
記
録
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
彼
の
部
屋
に
は
カ

イ
セ
リ
産
サ
フ
テ
ィ
ヤ
ン
革
（K

ayseriye sahtiyânı
）
八
二
束

（
約
三
五
〇
枚
）
か
ら
成
る
九
八
三
ク
ル
シ
ュ
（kuruş
）
相
当

の
在
庫
と
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
（m

inder

）
三
点
、
古
い
絹
製
の
枕

（köhne çatm
a yastık

）
二
点
、
綿
製
の
枕
（çit yastık

）
一

点
、
赤
い
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
布
ま
た
は
敷
物
（kırm

ızı Cezâyir 
ihrâm

ı

）
一
点
、
小
さ
い
綿
製
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
（sagîr çit 

m
inder

）
一
点
、
テ
ッ
サ
ロ
ニ
キ
産
フ
ェ
ル
ト
の
断
片
（parça 

Selânik keçesi

）
一
点
、
銅
製
の
水
差
し
（bakır ibrîk

）
一
点
、

タ
バ
コ
用
の
長
キ
セ
ル
（tütün çubu ğu

）
三
点
、
ガ
ラ
ス
製

の
水
キ
セ
ル
（şîşe nargile

）
一
点
、
ガ
ラ
ス
製
の
椀
（şîşe 

kâse

）
一
点
、
新
し
い
「
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
長
キ
セ
ル
」（cedîd 

yâsem
în çubu ğu

）
三
点
、
胡
桃
材
の
勘
定
台
（ceviz 
peştahta

）
一
点
、
小
さ
な
鏡
（sagîr ayna

）
一
点
、
銅
製
の

火
鉢
（bakır m

angal

）
一
点
、
勘
定
用
の
板
（akçe 

tahtası

）
一
点
の
物
品
が
残
さ
れ
て
い
た）
47
（

。
同
様
に
遠
隔
地
商

人
ア
ッ
タ
ー
ル
ザ
ー
デ
・
ハ
ジ
・
ア
フ
メ
トʻA

ttâr-zâde el-
H
âcc A

hm
ed

が
パ
ス
ト
ゥ
ル
マ
ジ
ュ
・
ハ
ン
の
部
屋
に
放
置

し
た
在
庫
と
物
品
は
、
カ
イ
セ
リ
産
サ
フ
テ
ィ
ヤ
ン
革
六
〇
束

（
二
七
五
枚
）
か
ら
成
る
五
八
四
ク
ル
シ
ュ
相
当
の
在
庫
と
戸
棚

に
あ
っ
た
現
金
七
〇
ク
ル
シ
ュ
に
加
え
、
ラ
ッ
ク
染
め
の
赤
い
サ

フ
テ
ィ
ヤ
ン
革
（lük kızı sahtiyân

）
一
六
点
、
新
し
い
靴

（cedîd m
est

）
二
足
、
鏡
（ayna

）
一
点
、
テ
ー
ブ
ル
掛
け

（aş m
akram

ası

）
一
点
、
更
紗
の
肩
掛
け
（basm

a şal

）
一

点
、
革
の
収
集
品
（m

ecm
û̒
a-ı cild

）
二
六
点
、
刀
（kılıç

）

一
点
、
綿
毛
交
織
の
枕
（şayak yastık

）
二
点
で
あ
っ
た）
48
（

。

二　

靴
革
商
組
合
の
組
織
と
役
員

靴
革
商
は
史
料
に
お
い
て
漠
然
と
「
商
人
（tâcir

）」
と
呼
ば

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が）

49
（

、
専
ら
靴
革
の
卸
売
に
従
事
す
る
者
と



一
八
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
靴
革
流
通
と
靴
革
商
組
合

八
三
（
三
一
九
）　

し
て
他
の
商
人
と
明
確
に
区
別
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は

カ
パ
ル
チ
ャ
ル
シ
ュK

apalıçarşı

の
北
側
に
位
置
す
る
メ
ル

ジ
ャ
ン
市
場
に
纏
ま
っ
て
店
舗
を
構
え
、
他
の
多
く
の
業
種
と
同

様
に
組
合
長
（kethüdâ

）
と
補
佐
役
（yi ğitbaşı

）
を
役
員
と

す
る
同
職
組
合
を
組
織
し
た
。
構
成
員
は
、
他
の
靴
革
商
の
下
で

徒
弟
（şâkird
）
と
し
て
一
定
期
間
の
修
業
を
積
み
、
専
門
知
識

を
習
得
し
た
ム
ス
リ
ム
に
限
ら
れ
た
た
め
、
こ
の
条
件
を
満
た
し

て
い
な
い
者
は
店
舗
の
賃
借
人
で
あ
っ
て
も
開
業
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た）

50
（

。
靴
革
商
の
正
確
な
人
数
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
一

七
七
四
年
に
彼
ら
は
一
二
三
軒
の
店
舗
を
持
つ
と
法
廷
で
証
言
し

て
お
り）

51
（

、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま

た
、
ご
く
稀
に
メ
シ
ン
革
商
（m

）
52
（

eşinci
）
や
キ
ョ
セ
レ
革
商

（k

）
53
（

öseleci

）
と
い
っ
た
肩
書
を
持
つ
靴
革
商
が
史
料
に
現
れ
る

こ
と
か
ら
、
一
部
の
者
は
特
定
の
革
の
み
を
扱
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。靴

革
商
は
靴
工
や
皮
鞣
工
、
遠
隔
地
商
人
と
い
っ
た
業
種
と
取

引
し
た
が
、
と
り
わ
け
靴
工
と
強
く
結
び
つ
く
傾
向
に
あ
っ
た
こ

と
が
史
料
か
ら
看
取
さ
れ
る
。
靴
革
商
の
な
か
に
は
靴
工
か
ら
転

職
し
た
者
や
、
親
族
関
係
に
あ
る
靴
工
に
経
営
を
一
時
的
に
委
託

す
る
者
が
い
た
ほ
か）

54
（

、
靴
工
と
共
謀
し
て
不
正
行
為
を
働
く
者
も

い
た
の
で
あ
る）

55
（

。
両
者
は
独
立
し
た
同
職
組
合
を
組
織
す
る
別
個

の
職
業
で
あ
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
一
部
の
靴
革
商
は
そ
う
し
た

同
職
組
合
の
枠
組
み
を
超
え
て
靴
工
と
交
流
し
、
結
び
付
き
を
強

め
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

靴
革
商
組
合
に
よ
る
構
成
員
や
店
舗
の
管
理
に
つ
い
て
は
不
明

な
点
が
多
い
が
、
そ
の
実
態
を
解
明
す
る
手
掛
り
と
し
て
一
七
七

四
年
の
仕
立
屋
（terzî

）
と
の
紛
争
に
関
す
る
法
廷
記
録
が
あ

る
。
仕
立
屋
組
合
が
靴
革
商
の
店
舗
に
ゲ
デ
ィ
キ
（g

）
56
（

edik

）
を

設
定
し
て
賃
借
権
を
主
張
し
た
こ
と
に
対
し
、
靴
革
商
組
合
は
法

廷
に
お
い
て
自
身
の
業
務
と
組
合
運
営
が
問
題
な
く
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
強
調
し
た
う
え
で
「
従
っ
て
﹇
靴
革
商
が
﹈
住
む
店
舗

に
お
い
て
従
来
の
規
定
（nizâm

-ı kadîm
î

）
の
と
お
り
ゲ
デ
ィ

キ
は
設
定
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
当
該
店
舗
の
賃
借
権

を
保
持
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た）

57
（

。
こ
の
陳
述
に
よ
る

な
ら
ば
、
靴
革
商
組
合
は
ゲ
デ
ィ
キ
を
設
定
せ
ず
に
構
成
員
や
店

舗
の
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
一
般
的
な
管
理
の
あ
り

方
と
異
な
る
点
で
注
目
に
値
す
る
と
言
え
よ
う）

58
（

。
こ
う
し
た
ゲ

デ
ィ
キ
に
依
ら
な
い
管
理
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
店
舗
が
特
定
の

地
区
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
店
舗
・
工
房
の
賃
貸
借
を
め
ぐ
る
紛
争
に
お
い
て
ゲ
デ
ィ

キ
の
有
無
が
カ
ー
デ
ィ
ー
の
裁
定
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
こ
の
事
例
で
は
ゲ
デ
ィ
キ
を
不
要
と
す
る
靴
革
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商
組
合
の
賃
借
権
が
カ
ー
デ
ィ
ー
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た

こ
と
に
も
着
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
明
示
さ

れ
て
い
な
い
が
、
仕
立
屋
組
合
に
よ
る
ゲ
デ
ィ
キ
の
設
定

が
不
当
と
見
做
さ
れ
た
か
、
或
い
は
靴
革
流
通
に
お
け
る

靴
革
商
組
合
の
重
要
性
が
裁
定
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。

靴
革
商
組
合
は
一
般
の
店
舗
に
加
え
て
会
所
（l

）
59
（

onca

）

を
メ
ル
ジ
ャ
ン
市
場
に
持
ち
、
役
員
や
年
長
者

（ihtiyâr

）
の
話
し
合
い
の
ほ
か
、
靴
革
の
仕
入
れ
、
構
成

員
へ
の
分
配
を
行
う
場
と
し
て
用
い
た
。
こ
の
場
所
は
後

述
す
る
よ
う
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
靴
革
流
通
の
拠

点
で
あ
っ
た
が
、
必
要
な
物
件
が
政
府
や
ワ
ク
フ
に
よ
っ

て
割
当
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
物
件
所
有
者
と
組
合
長

と
の
個
人
的
な
契
約
に
基
づ
い
て
賃
貸
借
さ
れ
た
た
め）

60
（

、

組
合
は
以
下
の
よ
う
な
問
題
に
注
意
を
傾
け
る
必
要
が

あ
っ
た
。
一
八
〇
〇
年
、
当
該
会
所
を
賃
貸
す
る
モ
ッ

ラ
・
ム
ス
タ
フ
ァM

olla M
ustafâ bin el-H

âcc M
ustafâ

は
、
同
所
を
月
四
ク
ル
シ
ュ
で
賃
借
す
る
と
い
う
仕
立
屋

ア
ゴ
ブA

gob

の
提
案
を
受
け
、
こ
の
非
ム
ス
リ
ム
に
賃
貸

し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
靴
革
商
組
合
長
ヒ
ュ
セ

イ
ン
・
ア
ー es-Seyyid H

üseyin A
ğa

ら
は
以
後
、
四

表２　靴革商組合のケトヒュダー（1763 － 1803 年）

名　　　前 在職期間（年／月） 解任 典拠（İŞS）
①Mustafâ Ağa 1763/09 以前－ 1768/01 罷免 no. 30, p. 14B-2
② Hâfız el-Hâcc ‘Osmân Efendi 

bin el-Hâcc Mehmed
1768/01 － 1768/10 辞任 no. 30, p. 14B-2; no. 31, 

p. 31B-3
③ el-Hâcc Mehmed Ağa bin 
‘Abdülvehhâb

1768/10 － 1771/05 辞任 no. 31, p. 31B-3; no. 33, 
p. 54B-1

④Mustafâ Çelebi bin ‘Alî 1771/05 － 1776/11-12 辞任 no. 33, p. 54B-1; no. 39, 
p. 78A-2

⑤ el-Hâcc Mehmed bin 
Mustafâ

1776/11-12 － 1777/11 辞任 no. 39, p. 78A-2; no. 
41, p. 25A-1

⑥ es-Seyyid Mustafâ Çelebi 
bin es-Seyyid ‘Alî

1777/11 － 1784/05 罷免 no. 41, p. 25A-1; no. 
52, p. 45B-1

⑦ el-Hâcc ‘Osmân Efendi bin 
el-Hâcc Mehmed

1784/05 － 1785/08 辞任 no. 52, pp. 45B-1, 98B-1

⑧ Zîhgîrci-oğlu es-Seyyid 
el-Hâcc Mustafâ Ağa bin ‘Alî

1785/08 － 1793/01 罷免 no. 52, p. 98B-1; no. 66, 
p. 2B-2

⑨Mehmed Efendi bin el-Hâcc 
Hüseyin

1793/01 － 1794/06 辞任 no. 66, pp. 2B-2, 64A-1

⑩ Zîhgîrci-oğlu es-Seyyid 
el-Hâcc Mustafâ Ağa bin ‘Alî

1794/06 － 1800/05 罷免 no. 66, p. 64A-1; no. 
72, p. 38A-2

⑪ es-Seyyid Hüseyin Ağa 1800/05 － 1803/03 以降 不明 no. 72, p. 38A-2
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ク
ル
シ
ュ
の
賃
料
を
支
払
う
と
い
う
妥
協
案
を
前
述
の
賃
貸
人
に

提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る）

61
（

。

組
合
長
に
つ
い
て
は
、
史
料
か
ら
把
握
し
得
る
一
七
六
三
年
九

月
か
ら
一
八
〇
三
年
三
月
ま
で
の
約
四
〇
年
間
に
在
職
し
た
延
べ

一
一
人
（
表
２
）
を
み
る
限
り
、
以
下
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
一
般
の
同
職
組
合
と
同
様
に
、
靴
革
商
組
合
長
は

構
成
員
の
な
か
か
ら
選
出
さ
れ
、
カ
ー
デ
ィ
ー
に
よ
っ
て
承
認
さ

れ
た
後
、
勅
許
状
（berât
）
を
得
る
こ
と
で
就
任
し
た
が）
62
（

、
時

に
は
靴
工
や
靴
屋
（haffâf
）
が
そ
の
選
出
を
め
ぐ
る
協
議
に
参

加
し
た
ほ
か）

63
（

、
カ
ー
デ
ィ
ー
へ
の
申
し
立
て
に
靴
工
組
合
の
役
員

が
加
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た）

64
（

。
ま
た
、
一
八
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に

お
け
る
一
部
の
同
職
組
合
で
は
、
給
与
や
年
金
の
受
給
権
を
国
庫

に
返
還
す
る
こ
と
で
政
府
か
ら
組
合
長
職
を
「
購
入
」
す
る
行
為

が
慣
習
化
し
て
い
た
が）

65
（

、
管
見
の
限
り
靴
革
商
組
合
に
そ
う
し
た

形
跡
は
み
ら
れ
な
い
。

靴
革
商
組
合
で
は
組
合
長
の
任
期
に
関
す
る
規
定
は
な
く
、
組

合
長
は
職
務
不
履
行
を
理
由
に
辞
職
を
申
し
出
る
か
、
或
い
は
構

成
員
が
規
約
違
反
や
職
務
怠
慢
な
ど
を
理
由
に
解
任
を
カ
ー

デ
ィ
ー
に
申
し
立
て
、
カ
ー
デ
ィ
ー
が
そ
れ
を
承
認
し
な
い
限
り

在
職
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
各
々
の
在
職
期
間
は
、

②
ハ
ー
フ
ズ
・
ハ
ジ
・
オ
ス
マ
ン
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィH

âfız el-

H
âcc ʻO

sm
ân Efendi bin el-H

âcc M
ehm

ed

の
約
八
か
月

（
一
七
六
八
年
一
月
二
七
日
か
ら
同
年
一
〇
月
四
日
ま
で
）
か
ら

⑧
ズ
ィ
ー
フ
ギ
ー
ル
ジ
オ
ー
ル
・
セ
イ
イ
ド
・
ハ
ジ
・
ム
ス
タ

フ
ァ
・
ア
ー Zîhgîrci-o ğlu es-Seyyid el-H

âcc M
ustafâ A

ğa 
bin ʻA

lî

の
約
七
年
五
か
月
（
一
七
八
五
年
八
月
一
一
日
か
ら
一

七
九
三
年
一
月
二
日
ま
で
）
に
至
る
ま
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。

解
任
の
時
期
と
理
由
が
判
明
す
る
延
べ
一
〇
人
の
組
合
長
の
う

ち
六
人
は
職
務
不
履
行
を
理
由
に
辞
任
し
、
残
り
の
延
べ
四
人
は

不
正
行
為
な
ど
を
理
由
に
補
佐
役
ら
の
告
発
を
受
け
て
罷
免
さ
れ

た
。
後
者
の
在
職
期
間
が
い
ず
れ
も
比
較
的
長
期
に
亘
っ
た
こ
と

は
興
味
深
い
事
実
と
言
え
よ
う
。
と
り
わ
け
組
合
長
職
を
二
度
務

め
た
⑧
⑩
ム
ス
タ
フ
ァ
は
、
最
初
の
就
任
直
後
の
一
七
八
五
年
と

八
六
年
に
靴
工
組
合
へ
の
不
当
な
干
渉
と
職
務
怠
慢
を
理
由
に

カ
ー
デ
ィ
ー
か
ら
二
度
の
訓
戒
（tenbîh

）
を
受
け
た
の
ち）
66
（

、
一

七
九
三
年
に
「
勅
令
に
反
す
る
悪
事
（hilâf-ı em

r-i 
â̒lî 

hareket-i redîʼe

）」
を
働
い
た
罪
で
罷
免
さ
れ
、
組
合
か
ら
追

放
（ihrâc

）
さ
れ
た）
67
（

。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
人
物
は
わ
ず

か
一
年
半
後
の
一
七
九
四
年
に
組
合
長
職
に
復
帰
し
、
一
八
〇
〇

年
に
「
靴
革
の
品
質
を
区
別
す
る
能
力
の
低
下
」
を
理
由
に
罷
免

さ
れ
る
ま
で
約
五
年
一
一
か
月
に
亘
っ
て
在
職
し
た）

68
（

。
こ
の
よ
う

に
⑧
⑩
ム
ス
タ
フ
ァ
は
、
規
約
違
反
や
職
務
怠
慢
を
繰
り
返
し
つ
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表３　靴革流通の不正に関する記録（1768 － 1800 年）

日　付 記 録 の 内 容 靴革商
組合長

典　拠
（İŞS）

1 7 N 1181
（27/1/1768）

遠隔地商人への嫌がらせ（cevr ve ezâ）と靴革の不
正販売をした靴革商組合長ほか 3名に対する訴え
→ レスボス島Midilli cezîresiに流刑（4 月に赦
免），組合長は罷免

△
no. 30, 
pp. 14B-2, 
97A-1

2 1 S 1187
（24/4/1773）

カイセリから不当に靴（mest）やサフティヤン革
を取り寄せて販売した靴工（mest dikici）に対す
る訴え
→ 靴と靴革の仕入れ規定に従うことに同意

×
no. 36, 
p. 38A-2

3 3 Ca 1189
（2/7/1775）

会所（lonca odası）にいる年長者（ihtiyâr）に暴言
を吐き（şutûm-ı galîza ile şetm），サフティヤン革を高
値で販売した靴工（dikici）2名に対する訴え
→ レムノス島 Limnî cezîresiに流刑（8 月に赦
免）

○

no. 37, 
pp. 33B-1, 
52A-2

4 11 C 1189
（9/8/1775）

1775 年 4 月に詐欺や暴利を貪る（hîle ve ihtikâr）
罪で故郷カイセリに追放された遠隔地商人
（sahtiyâncı）の赦免

○
no. 37, 
p. 45A-2

5 20 B 1189
（16/9/1775）

メシン革を既定の 8パラ（para）ではなく 10 パラ
で販売した靴革商に対する訴え
→ 組合から追放（在庫は他の親方に売却）

○
no. 37, 
p. 57B-2

6  Ş 1189
（9-10/1775）

不良の靴革を仕入れて靴工に良品の価格で販売し
た部外者（koltukcu）に対する訴え
→ 靴革の売買に関与しないことを約束

×
no. 37, 
p. 65A-3

7 20 B 1190
（4/9/1776）

靴革を退蔵して高値で密売したほか，カイセリの
協業者に靴革を少しずつ送るように指示を出した
遠隔地商人 2名に対する訴え
→ レムノス島に流刑

×
no. 38, 
p. 47A-2

8 26 B 1191
（30/8/1777）

メシン革を退蔵して靴工に高値で密売したうえ，
忠告する者へ誹謗中傷（hadîdü’l-lisân ve bed-
zebân）した靴革商（meşinci）に対する訴え
→ 組合から追放

○
no. 40, 
p. 86A-4

9 9 B 1192
（3/8/1778）

タフタ・ハン Tahta hânıにあるカイセリ産サフ
ティヤン革 11 梱（denk）を地方へ持出そうとし
た遠隔地商人に対する訴え
→ 規定を遵守することを約束

○
no. 42, 
p. 70B-1

10 2 C 1193
（17/6/1779）

カイセリから運んだ靴革 5梱を地方へ持出そうと
した遠隔地商人とその兄弟（karındaş）に対する
訴え
→ 靴革の売買に関与しないことを約束

○
no. 45, 
p. 25A-2

11 23 C 1193
（8/7/1779）

カイセリから靴革を不正に仕入れ，ハンで退蔵・密
売した非ムスリム靴工4名に対する訴え
→ 靴革の売買に関与しないことを約束

○
no. 45, 
p. 32A-3

12 Ca 1195
（4-5/1781）

遠隔地商人から密かに靴革を仕入れて地方に転売
したほか，ハンなどで修繕を口実に不良の靴革を
売買した皮鞣工 6名らに対する訴え
→ カーディーによる訓戒

○
no. 47, 
p. 80A-2
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13 27 B 1195
（19/7/1781）

ペルテヴ・パシャ・ハン Pertev Paşa hânıで不正
に靴革を販売した皮鞣工に対してイェニチェリ長
官 yeniçeri ağasıによる処罰を要請

○
no. 47, 
p. 92B-3

14 14 R 1198
（7/3/1784）

400 枚の赤色サフティヤン革を遠隔地商人から仕
入れ，靴工に高値で販売した靴工（yemenîci）に
対する訴え
→ 事実を認め、密売をしないと約束

○
no. 51, 
p. 42B-2

15 13 L 1199（19/8/1785）

不当に靴工組合の規約や会合に干渉し，靴工組合
の混乱や靴不足を引き起こした靴革商組合長に対
する訴え
→ 干渉しないことを約束

△
no. 53, 
p. 27B-2

16 25 S 1201（17/12/1786）
靴革の売買をめぐる監督を怠った靴革商組合長に
対する訴え
→ 業務に従事することを約束

△
no. 54, 
p. 79B-3

17 25 C 1206
（19/2/1792）

靴革をセペトジレル・ハン Sepetciler hânıに退蔵
して高値で販売した靴革商に対する訴え
→ 組合から追放（直後に再加入）

○
no. 59, 
pp. 89B-3, 
93B-3

18 19 Za 1206（9/7/1792）

皮鞣工房群から市壁内に 116 枚のキョセレ革と 20
枚のサール革を運んだ後，台車（‘araba）を用い
て地方に運び出そうとした皮鞣工に対する訴え
→ カーディーによる訓戒

○
no. 61, 
p. 22A-2

19 17 Z 1206（6/8/1792）

不正行為によって靴工長を罷免されたセイイド・
オスマン・アー es-Seyyid ‘Osmân Ağaを再任させ
るため数人の親方に賄賂（rüşvet）を送った遠隔
地商人と靴工に対する訴え
→ 不正を働かないことを約束

○

no. 61, 
p. 26A-3

20 17 Za 1207（26/6/1793）
良質の靴革を隠し，得意先である非ムスリムの靴
工に高値で販売した靴革商に対する訴え
→ 組合から追放

○
no. 61, 
p. 91B-4

21 27 C 1210
（8/1/1796）

カイセリ産の靴革を退蔵し高値で販売した遠隔地
商人に対する訴え
→ 不正を働かないことを約束

○
no. 64, 
p. 61B-2

22 24 Ş 1211
（22/2/1797）

靴革の退蔵や不正販売を行った靴革商に対して組
合からの追放を要請 ○ no. 67, 

p. 51A-2

23 2 M 1212
（27/6/1797）

カイセリの協業者と共にイスタンブルへの靴革の
供給量を不当に操作した遠隔地商人に対する訴え
→ セッデュルバフル城塞 Seddülbahr kal‘asıに
投獄（7月に赦免）

○
no. 67, 
p. 78A-3;
no. 69, 
p. 5B-2

24 24 R 1212
（16/10/1797）

靴革を靴工に販売した毛織物屋（çuhacı）2名と靴
工に対する訴え
→ 不正を働かないことを約束

○
no. 69, 
p. 26A-2

25 2 C 1213
（11/11/1798）

低級の靴革を高値で販売した遠隔地商人に対して
ボアズケセン城塞 Boğazkesen kal‘ası（ルメリ城塞
Rumeli hisârı）への投獄を要請

○
no. 71, 
p. 49B-3

26 9 S 1215
（2/7/1800）

靴革を高値で販売したカイセリの皮鞣工 5名に対
する訴え
→ チャンクル城塞 Çankırı kal‘asıに投獄

○
no. 73, 
p. 67A-3

＊ 「靴革商組合長」の○印は靴革商の組合長が原告や証言者として法廷への訴えに関与したことを
表す。また、×印は関与した形跡がないことを、△印は当該組合長が違反者として訴えられた
ことを表す。
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つ
も
二
度
組
合
長
に
就
任
し
、
結
果
的
に
前
述
の
約
四
〇
年
間
に

お
い
て
最
も
長
く
同
職
を
務
め
た
の
で
あ
る
。

組
合
長
の
職
務
と
権
限
は
そ
の
組
合
内
に
限
定
さ
れ
る
の
が
一

般
的
で
あ
っ
た
が）

69
（

、
靴
革
商
組
合
で
は
組
合
長
の
多
く
が
関
連
業

種
の
事
柄
に
積
極
的
に
関
与
・
干
渉
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
す
な

わ
ち
、
靴
工
長
の
去
就
を
め
ぐ
っ
て
靴
工
組
合
の
補
佐
役
ら
と
共

に
度
々
出
廷
し
た
ほ
か）

70
（

、
関
連
業
種
の
組
合
内
外
の
紛
争
に
ま
で

関
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
七
八
一
年
に
靴
工
組
合
の
組

合
長
（dikici kethüdâsı

）
を
含
む
計
六
人
の
靴
工
が
他
の
三

人
の
靴
工
の
訴
え
に
よ
っ
て
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
長
官
（yeniçeri 

a ğası

）
の
居
所A

ğa kapısı

に
拘
束
さ
れ
る
と
、
そ
の
裁
定
の

是
非
を
め
ぐ
っ
て
靴
工
組
合
内
で
紛
争
が
勃
発
し
た
。
す
る
と
⑥

セ
イ
イ
ド
・
ム
ス
タ
フ
ァ
・
チ
ェ
レ
ビ
ーes-Seyyid M

ustafâ 
Çelebi bin es-Seyyid 

‘Alî

は
靴
工
長
ら
と
共
に
出
廷
し
、
前

述
の
三
人
に
よ
る
訴
え
は
事
実
無
根
で
あ
る
こ
と
を
陳
述
し
た
う

え
で
、
こ
の
六
名
の
釈
放
を
要
請
し
た）

71
（

。
ま
た
、
一
七
七
四
年
、

古
靴
屋
（eskici

）
の
ア
フ
メ
トA

hm
ed bin İbrâhîm

が
靴
屋

組
合
の
従
軍
商
工
民
（o

）
72
（

rducu

）
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
を
不
当

と
し
て
靴
屋
組
合
を
訴
え
た
際
、
④
ム
ス
タ
フ
ァ
・
チ
ェ
レ
ビ
ー

M
ustafâ Çelebi bin 

‘Alî

は
ア
フ
メ
ト
の
主
張
が
正
し
い
こ
と

を
証
言
し
た
の
で
あ
っ
た）

73
（

。

さ
ら
に
靴
革
商
組
合
長
は
、
靴
革
流
通
に
関
す
る
不
正
行
為
に

対
し
て
当
事
者
の
業
種
に
拘
ら
ず
注
意
を
払
っ
て
い
た
。
表
３
に

示
し
た
よ
う
に
、
一
七
六
八
年
か
ら
一
八
〇
〇
年
ま
で
に
発
生
し

た
二
六
件
の
当
該
不
正
行
為
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
二
〇
件
に
お

い
て
靴
革
商
組
合
長
が
原
告
や
証
言
者
と
し
て
出
廷
し
た
事
実
が

史
料
か
ら
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
違
反
者
の
業
種
や

身
分
は
靴
革
商
の
ほ
か
、
遠
隔
地
商
人
、
靴
工
、
皮
鞣
工
、
部
外

者
（koltukcu

）
な
ど
多
様
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
一
七
七
九
年

に
カ
イ
セ
リ
出
身
の
遠
隔
地
商
人
セ
イ
イ
ド
・
エ
ユ
プes-

Sey yid Eyûb

と
そ
の
兄
弟
セ
イ
イ
ド
・
マ
フ
ム
トes-Seyyid 

M
ahm

ûd

が
カ
イ
セ
リ
か
ら
運
び
込
ん
だ
五
梱
の
サ
フ
テ
ィ
ヤ

ン
革
を
地
方
に
転
売
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
⑥
ム
ス
タ
フ
ァ
は
靴

工
長
や
ブ
ー
ツ
工
長
（çizm

ecibaşı

）
と
共
に
そ
れ
ら
の
革
を

押
収
し
た
後
、
法
廷
に
訴
え
た）

74
（

。
ま
た
、
一
七
九
二
年
に
は
カ
ス

ム
・
パ
シ
ャ
の
皮
鞣
工
ヴ
ェ
リ
ー
ユ
ッ
デ
ィ
ンV

eliyüddîn

が

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
外
に
計
一
三
六
枚
の
革
を
運
び
出
そ
う
と
し
た

と
こ
ろ
、
エ
デ
ィ
ル
ネ
門Edirne kapısı

で
警
吏
の
イ
ェ
ニ

チ
ェ
リ
（kulluk yeniçerileri

）
に
発
見
さ
れ
る
と
い
う
事
件

が
起
き
た
が
、
こ
の
報
告
を
受
け
た
⑧
ム
ス
タ
フ
ァ
は
当
該
皮
鞣

工
を
出
廷
さ
せ
、
上
記
の
行
為
が
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
を
説
明

し
た
の
で
あ
っ
た）

75
（

。
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こ
う
し
た
靴
革
商
組
合
長
に
よ
る
他
組
合
へ
の
干
渉
や
不
正
行

為
の
取
締
り
・
摘
発
と
い
っ
た
行
為
が
関
連
業
種
や
カ
ー
デ
ィ
ー

に
よ
っ
て
不
当
と
見
做
さ
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た）

76
（

。
こ
の
こ

と
か
ら
靴
革
商
組
合
長
は
そ
の
組
合
運
営
だ
け
で
な
く
、
靴
革
流

通
全
般
に
一
定
の
責
任
を
負
っ
て
い
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

同
職
の
広
範
な
職
務
・
権
限
が
認
め
ら
れ
た
要
因
と
し
て
は
、
靴

革
商
組
合
の
利
益
を
左
右
す
る
関
連
業
種
が
多
数
存
在
し
た
こ
と
、

遠
隔
地
商
人
に
同
職
組
合
な
ど
の
組
織
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
、

靴
革
流
通
の
監
督
に
特
化
し
た
政
府
役
人
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

三　

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
靴
革
の
流
通
と
価
格

一
七
六
七
年
に
法
廷
を
訪
れ
た
靴
工
と
遠
隔
地
商
人
は
、
イ
ス

タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
靴
革
流
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
過
去
の
勅

令
に
依
拠
し
つ
つ
次
の
よ
う
に
証
言
し
た
。

地
方
か
ら
運
ば
れ
た
サ
フ
テ
ィ
ヤ
ン
、
メ
シ
ン
、
キ
ョ
セ
レ
、

サ
ー
ル
各
革
は
関
税
（resm

-i güm
rük

）
を
支
払
っ
た
の

ち
、
直
ち
に
メ
ル
ジ
ャ
ン
市
場
の
﹇
靴
革
商
組
合
の
﹈
会
所

に
運
ば
れ
、
ブ
ー
ツ
工
長
、
靴
工
長
、
靴
革
商
組
合
長
や
他

の
者
た
ち
の
監
督
下
で
良
品
（â̒

lâ

）
と
不
良
品
（redî

）

に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
適
正
価
格
（de ğer bahâ

）
が

決
め
ら
れ
、﹇
靴
革
商
に
﹈
分
配
さ
れ
る）

77
（

。

靴
革
商
や
関
連
業
者
に
よ
る
類
似
し
た
証
言
は
少
な
く
と
も
一

七
二
六
年
か
ら
一
七
九
七
年
ま
で
の
計
一
六
件
の
法
廷
記
録
に
記

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
靴
革
流
通
の
実
態
を
再
構
成
す

る
な
ら
ば
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。
地
方
か
ら
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に

運
ば
れ
た
サ
フ
テ
ィ
ヤ
ン
、
キ
ョ
セ
レ
、
メ
シ
ン
、
サ
ー
ル
各
革

は
関
税
が
支
払
わ
れ
た
の
ち
、
関
税
官
（güm

rük em
îni

）
の

責
任
で
メ
ル
ジ
ャ
ン
市
場
に
あ
る
靴
革
商
組
合
の
会
所
に
送
ら
れ

た
。
そ
こ
で
は
靴
革
商
、
靴
工
、
靴
屋
の
各
組
合
の
役
員
や
年
長

者
に
よ
る
監
督
の
下
で
前
述
の
革
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
皮
鞣
工
房

群
か
ら
運
ば
れ
た
革
の
品
質
が
検
査
さ
れ
、
取
引
す
る
枚
数
や
価

格
が
交
渉
（m

üzâyede

）
さ
れ
た
。
靴
革
商
組
合
長
は
交
渉
の

結
果
に
従
っ
て
一
括
で
仕
入
れ
た
靴
革
を
靴
革
商
に
割
当
て

（hisse

）
に
応
じ
て
分
配
し
、
靴
革
商
は
そ
れ
ら
を
即
金

（nakden

）
ま
た
は
後
払
い
（nes̓

eten

）
で
靴
工
に
販
売
し
た
。

た
だ
し
、
ウ
ス
キ
ュ
ダ
ル
の
皮
鞣
工
は
自
身
の
鞣
し
た
靴
革
を
イ

ス
タ
ン
ブ
ル
市
壁
内
で
自
由
に
販
売
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
靴
革

商
や
靴
工
は
在
庫
が
不
足
し
た
場
合
に
限
り
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
皮

鞣
工
か
ら
直
接
仕
入
れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
メ
ル
ジ
ャ
ン
市
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表４　靴革商による靴革の仕入れ・販売価格（1730－31年）（1枚あたり，アクチェ）

種　類 色・用途など 供給地 品質 仕入れ
価格

販売
価格

利益
（％）

1 サフティヤン ブーツ（çizme） カイセリ ─ 198 ─ ─
2 サフティヤン 靴（pâbûç） カイセリ 高級 210 ─ ─

3 サフティヤン 靴（mest） カイセリ
高級
中級
低級

219
209
180

─
─
─

─
─
─

4 サフティヤン 赤（bakkām） イェディクレ
高級
中級
低級

130
90
80

136
96
86

4.6
6.7
7.5

5 サフティヤン 黄（sarı） エディルネ 混淆 80 86 7.5

6 サフティヤン 黄（sarı） コンヤ
高級
中級
低級

110
100
90

116
106
96

5.5
6.0
6.7

7 メシン
赤（kırmızı）
黄（sarı）
白（beyaz）

イェディクレ
─
─
─

25
23
18

26
24
19

4.0
4.3
5.6

8 サフティヤン 黒（siyâh） ─ 混淆 80 86 7.5

9 サフティヤン 赤（kırmızı）
靴（yemenî） エルズルム 混淆 156 162 3.8

10 サフティヤン 赤（kırmızı）
ブーツ（çizme） エルズルム

高級
中級
低級

192
180
144

201
189
153

4.7
5.0
6.3

11 サフティヤン 赤（kırmızı） ディヤルバクル
高級
中級
低級

168
162
144

177
171
153

5.4
5.6
6.3

12 サフティヤン 赤（kırmızı） トスヤ
高級
中級
低級

158
144
132

164
152
140

3.8
5.6
6.1

13 サフティヤン 黒（siyâh）
âsmânî（?） コンヤ

高級
中級
低級

135
120
105

142
127
112

5.2
5.8
6.7

14 サフティヤン
黒（siyâh）
靴（mest）
âsmânî（?）

コンヤ 混淆 120 126 5.0

15 サフティヤン 赤（kırmızı） イズミト 混淆 54 60 11.1
16 サフティヤン 黒（siyâh） テッサロニキ 混淆 60 66 10.0

17 サフティヤン
ブーツ（baldırlı 
edik）の裏地
黄（sarı）

コンヤ 混淆 150 156 4.0

18 サフティヤン 白（beyaz）
子山羊（oğlak） ─

高級
中級
低級

47
42
36

─
─
─

─
─
─

19 サフティヤン 赤（kırmızı） チュニス
高級
中級
低級

270
210
150

276
216
158

2.2
2.9
5.3
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20 サフティヤン 赤（kırmızı） アレクサンド
リア

高級
中級
低級

192
192
192

226
206
156

17.7
7.3

－ 18.8

21 キョセレ ─
エユプ

カスム・パシャ
イェディクレ

混淆 280 ─ ─

22 キョセレ ─ ゲレデ
高級
中級
低級

330
300
270

─
─
─

─
─
─

23 サフティヤン
銀・黒（gümüşî 

siyâh）
料理人（aşcı）用の靴

─
高級
中級
低級

─
─
─

180
165
140

─
─
─

24 サフティヤン
銀・黒（gümüşî 

siyâh）
外来（yâbânî）

─
高級
中級
低級

─
─
─

120
105
90

─
─
─

25 サフティヤン 赤（kırmızı） ウシャク
高級
中級
低級

130
116
90

146
121
96

12.3
4.3
6.7

26 サフティヤン ─ イスパルタ 混淆 90 96 6.7

27 サフティヤン ─ ─
高級
中級
低級

42
33
30

─
─
─

─
─
─

28 キョセレ 足（ayak） ─ 混淆 ─ 20 ─

29 キョセレ 用途に応じて
靴革商が裁断 ─ 高級 ─ 2.5-15 ─

30 サフティヤン 黄（sarı） エディルネ
高級
中級
低級

80
80
80

100
86
66

25.0
7.5

－ 17.5

31 メシン 赤（kırmızı） イェディクレ
高級
中級
低級

28
27
25

─
─
─

─
─
─

32 メシン 黄（sarı） ─
高級
中級
低級

27
25
23

─
─
─

─
─
─

33 メシン 白（beyaz） ─ 混淆 18 ─ ─

34 サフティヤン 赤（kırmızı） ─
高級
中級
低級

130
90
80

─
─
─

─
─
─

35 サフティヤン 各種（ecnâs）
黄（sarı） ─

高級
中級
低級

100
90
80

106
96
86

6.0
6.7
7.5

＊利益（％）は仕入れ価格に対する利益の割合を表す。
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場
に
着
く
ま
で
に
靴
革
の
束
を
解
く
こ
と
や
、
地
方
へ
の
転
売
、

部
外
者
（koltukcu

）
に
よ
る
関
与
、
ハ
ン
の
部
屋
や
住
宅

（m
enâzil

）
に
お
け
る
退
蔵
・
密
売
な
ど
は
禁
止
さ
れ
、
違
反
者

は
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
長
官
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
た）

78
（

。
こ
う
し
た
靴
革

商
組
合
に
よ
る
卸
売
は
、
一
六
一
九
年
に
当
該
組
合
長
が
「
古
く

よ
り
地
方
か
ら
前
述
（
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
）
に
き
た
靴
革
は
真
直
ぐ

税
関
に
送
ら
れ
、﹇
靴
革
商
﹈
組
合
長
の
責
任
で
運
搬
人
に
よ
っ

て
前
述
の
都
市
に
あ
る
ピ
ー
リ
ー
・
パ
シ
ャ
・
ハ
ン
に
運
ば
れ
る
。

そ
の
後
、
靴
革
商
が
集
ま
り
、
前
述
の
ハ
ン
に
お
い
て
﹇
靴
革

商
﹈
組
合
長
や
補
佐
役
、
年
長
者
ら
の
監
督
下
で
正
当
か
つ
公
正

に
（hakk ve 

a̒dl üzere

）
各
々
の
状
態
に
応
じ
て
分
配
さ
れ

て
き
た
」
と
証
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら）

79
（

、
少
な
く
と
も
一
七
世
紀

初
頭
ま
で
に
成
立
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う）

80
（

。
当
時
の
取
引

場
所
は
ピ
ー
リ
ー
・
パ
シ
ャ
・
ハ
ン
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
あ

る
時
期
に
会
所
に
移
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
内
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
靴
革

の
殆
ど
は
靴
革
商
組
合
を
介
し
て
靴
工
に
供
給
さ
れ
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
た
。
靴
革
商
組
合
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
靴
革

流
通
を
管
理
す
る
役
割
を
担
い
、
そ
の
た
め
に
靴
革
を
遠
隔
地
商

人
や
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
皮
鞣
工
か
ら
独
占
的
に
仕
入
れ
、
靴
工
に

販
売
す
る
権
利
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

独
占
権
は
あ
く
ま
で
靴
革
の
売
買
に
限
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
が
他

の
用
途
の
革
に
干
渉
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
一

七
六
三
年
に
靴
革
商
組
合
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
全
て
の
革

の
売
買
に
つ
い
て
独
占
権
を
主
張
し
、
馬
具
工
（serrâc

）
に
革

を
販
売
す
る
皮
鞣
工
を
訴
え
た
が
、
そ
う
し
た
訴
え
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る）

81
（

。
ま
た
、
先
に
引
用
し
た
靴
工
と

遠
隔
地
商
人
の
証
言
が
示
す
よ
う
に
、
彼
ら
が
靴
革
商
組
合
に
よ

る
独
占
的
な
卸
売
を
支
持
し
、
両
者
の
間
で
直
接
取
引
を
実
施
な

い
し
模
索
し
な
か
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る）

82
（

。
そ
の
要
因
は
史

料
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
前
述
の
よ
う
に
靴
革

流
通
の
監
督
に
特
化
し
た
政
府
役
人
が
不
在
で
あ
っ
た
こ
と
に
加

え
て
、
靴
革
の
供
給
地
が
多
様
か
つ
広
範
で
あ
り
、
靴
工
も
イ
ス

タ
ン
ブ
ル
各
地
に
分
散
し
て
い
た
状
況
が
彼
ら
の
直
接
取
引
を
難

し
く
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

一
般
に
商
工
民
は
公
定
価
格
（narh

）
に
従
っ
て
販
売
す
る

義
務
を
負
い
、
原
価
（
商
品
や
原
材
料
の
仕
入
れ
価
格
）
の
一

〇
％
な
い
し
二
〇
％
が
彼
ら
の
利
益
と
し
て
認
め
ら
れ
た
が）

83
（

、
靴

革
価
格
は
前
述
の
よ
う
に
メ
ル
ジ
ャ
ン
市
場
に
お
け
る
関
係
者
間
の

交
渉
に
よ
っ
て
そ
の
都
度
決
め
ら
れ
、
事
前
に
設
定
さ
れ
る
価
格

は
交
渉
時
に
依
拠
す
べ
き
「
適
正
価
格
（fî̓at-ı m

u̒
tedile

）」

に
過
ぎ
な
か
っ
た）

84
（

。
ま
た
、
靴
革
商
は
必
ず
し
も
原
価
の
一
〇
％
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の
利
益
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
。
例
え
ば
一
七
三
〇-

三
一
年
の

靴
革
の
価
格
表）

85
（

に
よ
る
と
、
靴
革
商
の
原
価
（
仕
入
れ
価
格
）
と

販
売
価
格
が
と
も
に
記
さ
れ
た
四
九
品
目
の
う
ち
三
九
品
目
に
お

い
て
靴
革
商
の
利
益
は
原
価
の
一
〇
％
を
下
回
っ
て
お
り
、
チ
ュ

ニ
ス
産
の
高
級
お
よ
び
中
級
サ
フ
テ
ィ
ヤ
ン
革
に
至
っ
て
は
僅
か

に
二
％
台
で
あ
っ
た
（
表
４
）。
ま
た
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
産

の
赤
色
サ
フ
テ
ィ
ヤ
ン
革
や
エ
デ
ィ
ル
ネ
産
の
黄
色
サ
フ
テ
ィ
ヤ

ン
革
の
仕
入
れ
価
格
は
品
質
に
拘
ら
ず
各
々
一
九
二
ア
ク
チ
ェ
と

八
〇
ア
ク
チ
ェ
で
一
定
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
高
級
革
は
各
々
一

八
％
、
二
五
％
と
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
し
た
が
、
低
級
革
は
た

と
え
販
売
し
て
も
原
価
を
回
収
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

他
方
、
遠
隔
地
商
人
は
古
く
か
ら
自
身
の
利
益
を
原
価
の
一

〇
％
と
す
る
よ
う
に
靴
革
商
と
取
り
決
め
を
結
ん
で
い
た
が）

86
（

、
実

際
に
は
靴
革
商
よ
り
も
更
に
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

例
え
ば
、
一
七
六
九
年
に
セ
イ
イ
ド
・
マ
フ
ム
トes-Seyyid 

M
ahm

û d

と
い
う
名
の
遠
隔
地
商
人
が
六
七
五
〇
ク
ル
シ
ュ
で

仕
入
れ
た
カ
イ
セ
リ
産
サ
フ
テ
ィ
ヤ
ン
革
を
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
販

売
し
よ
う
と
し
た
際
、
七
一
〇
〇
ク
ル
シ
ュ
以
上
の
値
が
付
か
ず
、

原
価
の
約
五
％
の
利
益
で
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た）

87
（

。
さ

ら
に
、
一
八
〇
〇
年
に
カ
イ
セ
リ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
代
理

（nâ̓
ib

）
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
遠
隔
地
商
人
が
カ
イ
セ
リ

に
お
い
て
一
束
一
一-

一
四
ク
ル
シ
ュ
（
四
四
〇-

五
六
〇
パ
ラ

para

）
で
仕
入
れ
た
サ
フ
テ
ィ
ヤ
ン
革
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
は

二
〇
パ
ラ
（
原
価
の
約
四-

五
％
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る）
88
（

。

四　

靴
革
不
足
の
影
響
と
対
応

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
は
一
七
六
〇
年
代
後
半
以
降
、
あ
ら
ゆ
る
食

料
や
物
資
の
不
足
と
そ
れ
に
伴
う
物
価
高
騰
が
頻
発
・
継
続
し
た

が）
89
（

、
靴
革
に
も
カ
イ
セ
リ
産
サ
フ
テ
ィ
ヤ
ン
革
を
中
心
に
同
様
の

傾
向
が
み
ら
れ
た
。
当
時
の
靴
革
の
供
給
量
や
価
格
に
関
す
る
具

体
的
変
動
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
以
前
か
ら
み
ら
れ
た
関
連
業
者

の
退
蔵
、
密
売
、
地
方
へ
の
持
出
し
と
い
っ
た
不
正
行
為
に
加
え

て
、
そ
の
頃
か
ら
カ
イ
セ
リ
の
皮
鞣
業
で
用
い
ら
れ
る
没
食
子

（m
azı

）
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
流
出
量
が
増
加
し
た
ほ
か）
90
（

、
一
七

九
〇
年
代
に
入
る
と
カ
イ
セ
リ
に
お
い
て
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
靴
革

を
運
ぶ
遠
隔
地
商
人
と
イ
ス
キ
リ
プ
の
靴
工
に
よ
る
サ
フ
テ
ィ
ヤ

ン
革
の
取
り
分
を
め
ぐ
る
紛
争
が
激
化
し
始
め）

91
（

、
そ
れ
ら
の
要
因

が
重
な
っ
て
深
刻
な
靴
革
不
足
に
陥
っ
た
こ
と
が
史
料
か
ら
容
易

に
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
カ
ー
デ
ィ
ー
は
関

連
業
者
の
訴
え
や
政
府
の
指
示
を
受
け
、
或
い
は
独
自
の
判
断
に

よ
っ
て
関
連
業
者
を
法
廷
に
召
集
し
、
そ
の
対
策
を
め
ぐ
る
協
議



史
　
　
　
学
　
第
八
二
巻
　
第
三
号

九
四
（
三
三
〇
）　

を
頻
繁
に
行
っ
た
。
そ
し
て
、
と
り
わ
け
一
七
七
八
年
頃
か
ら
新

た
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
以
下
に
み
る
よ
う
に
靴

革
流
通
を
め
ぐ
る
規
制
緩
和
の
実
施
で
あ
っ
た
。

こ
の
新
た
な
対
策
は
、
ま
ず
遠
隔
地
商
人
の
靴
革
販
売
に
関
し

て
検
討
さ
れ
た
。
一
七
六
七-

六
八
年
、
靴
革
商
組
合
が
自
身
の

独
占
権
を
悪
用
し
、
遠
隔
地
商
人
か
ら
靴
革
を
安
く
買
い
叩
い
た

こ
と
で
両
者
の
間
に
紛
争
が
起
こ
り
、
事
態
は
組
合
長
①
ム
ス
タ

フ
ァ
・
ア
ーM

ustafâ A
ğa

を
含
む
四
人
の
靴
革
商
の
処
罰
に

ま
で
発
展
し
た
。
そ
の
後
、
遠
隔
地
商
人
が
メ
ル
ジ
ャ
ン
市
場
で

安
値
の
つ
い
た
靴
革
を
靴
革
商
に
販
売
せ
ず
、
地
方
や
外
国
に
転

売
し
て
対
抗
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
れ
を
重
く
み
た
靴
革
商
組

合
や
靴
工
組
合
は
、
一
七
七
八
年
、
メ
ル
ジ
ャ
ン
市
場
で
売
れ

残
っ
た
靴
革
に
限
り
遠
隔
地
商
人
に
よ
る
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
の
自

由
な
販
売
を
認
め
る
こ
と
を
カ
ー
デ
ィ
ー
に
進
言
し
、
カ
ー

デ
ィ
ー
は
そ
れ
を
支
持
す
る
裁
定
を
下
し
た
の
で
あ
っ
た）

92
（

。
こ
う

し
た
靴
革
の
流
出
防
止
を
目
的
と
す
る
販
売
権
の
付
与
は
皮
鞣
工

組
合
に
対
し
て
も
行
わ
れ
た
。
一
七
九
二
年
、
皮
鞣
工
が
靴
革
を

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
外
に
運
び
出
そ
う
と
し
た
事
件
を
受
け
、
靴
革

商
組
合
と
靴
工
組
合
は
、
皮
鞣
工
が
彼
ら
に
靴
革
を
販
売
す
る
た

め
の
店
舗
の
設
置
を
カ
ー
デ
ィ
ー
に
要
請
し
た
。
そ
の
結
果
、

イ
ェ
デ
ィ
ク
レ
皮
鞣
工
組
合
長
の
セ
イ
イ
ド
・
ハ
ジ
・
メ
フ
メ

ト
・
エ
ミ
ン
・
ア
ー es-Seyyid el-H

âcc M
ehm

ed Em
în 

A
ğa

と
、
同
じ
く
補
佐
役
の
ス
レ
イ
マ
ン
・
ア
ー Süleym

ân 
A
ğa

お
よ
び
親
方
の
ハ
ジ
・
ア
フ
メ
ト el-H

âcc A
hm

ed

の
三

者
に
対
し
て
前
述
の
目
的
で
メ
ル
ジ
ャ
ン
市
場
の
店
舗
を
一
軒
ず

つ
賃
借
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た）

93
（

。
ま
た
、
一
部
の
靴
工
に
は
地

方
の
皮
鞣
工
か
ら
靴
革
を
直
接
仕
入
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
一

七
八
一
年
、
靴
工
で
あ
る
八
人
の
非
ム
ス
リ
ム
が
カ
イ
セ
リ
で
自

ら
靴
革
を
調
達
す
る
た
め
の
許
可
を
カ
ー
デ
ィ
ー
に
要
望
し
た
際
、

カ
ー
デ
ィ
ー
や
靴
革
商
組
合
長
、
靴
工
長
ら
は
靴
革
流
通
に
有
益

と
判
断
し
、
仕
入
れ
た
靴
革
を
紛
失
・
破
損
し
な
い
こ
と
を
条
件

に
彼
ら
の
要
求
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る）

94
（

。
こ
の
よ
う
に
遠
隔
地

商
人
、
皮
鞣
工
、
靴
工
に
対
し
て
一
定
の
条
件
下
で
の
仕
入
れ
や

販
売
が
認
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
自

身
の
独
占
権
の
縮
小
に
つ
な
が
る
こ
う
し
た
規
制
緩
和
策
を
め

ぐ
っ
て
靴
革
商
組
合
が
自
主
的
に
進
言
や
要
請
、
或
い
は
支
持
の

表
明
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
、

靴
革
商
組
合
に
と
っ
て
靴
革
不
足
が
自
身
の
独
占
権
の
維
持
に
優

先
さ
れ
得
る
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
七
八
九
年
に
政
府
が
物
価
抑
制
策
と
し
て
靴
革
を

含
む
あ
ら
ゆ
る
商
品
の
自
由
売
買
を
認
め
、
そ
れ
ま
で
同
職
組
合
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に
認
め
て
き
た
独
占
権
の
廃
止
を
宣
言
す
る
と）
95
（

、
靴
革
商
組
合
は
、

新
た
に
合
法
化
さ
れ
た
遠
隔
地
商
人
と
靴
工
に
よ
る
靴
革
の
直
接

取
引
を
妨
害
す
る
こ
と
で
、
こ
の
専
売
廃
止
令
に
反
対
す
る
姿
勢

を
明
瞭
に
示
し
た
。
例
え
ば
、
一
七
九
三
年
に
靴
革
商
組
合
が

ヴ
ァ
ー
リ
デ
・
ハ
ン
に
お
け
る
遠
隔
地
商
人
と
靴
工
の
取
引
に
干

渉
し
た
た
め
訴
訟
に
発
展
し
た
ほ
か）

96
（

、
一
七
九
七
年
に
は
靴
革
商

セ
イ
イ
ド
・
ア
フ
メ
トes-Seyyid A

hm
ed

ほ
か
四
人
の
ム
ス

リ
ム
が
靴
革
売
買
の
独
占
権
を
主
張
し
、
靴
工
に
靴
革
を
販
売
し

て
い
た
遠
隔
地
商
人
セ
イ
イ
ド
・
メ
フ
メ
ト
・
メ
ミ
シ
ュes-

Seyyid M
ehm

ed M
em

iş

を
訴
え
た
の
で
あ
る）
97
（

。
靴
革
商
が
こ

う
し
た
態
度
を
み
せ
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
靴
革
流
通
に
お
い
て
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
独
占
権
の
縮
小
も
厭
わ
ず
に
靴
革
不
足

に
対
処
し
て
き
た
に
も
拘
ら
ず
、
政
府
の
一
方
的
な
決
定
に
よ
っ

て
全
て
の
独
占
権
が
奪
わ
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
当
然
と
言
え
よ

う
。
ま
た
、
こ
の
問
題
に
お
け
る
カ
ー
デ
ィ
ー
の
対
応
は
一
貫
せ

ず
、
専
売
廃
止
令
に
反
す
る
裁
定
が
下
さ
れ
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。

前
述
の
事
例
で
言
え
ば
、
一
七
九
七
年
に
は
靴
革
商
の
行
為
を

シ
ャ
リ
ー
ア
お
よ
び
専
売
廃
止
令
に
反
す
る
と
し
て
彼
ら
を
訓
戒

し
た
が）

98
（

、
そ
の
一
方
で
一
七
九
三
年
に
は
靴
革
商
組
合
に
よ
っ
て

提
示
さ
れ
た
過
去
の
勅
令
の
内
容
を
支
持
し
、
彼
ら
に
靴
革
を
販

売
す
る
よ
う
に
遠
隔
地
商
人
を
説
得
し
た
の
で
あ
る）

99
（

。
こ
う
し
た

裁
定
の
背
景
に
カ
ー
デ
ィ
ー
の
靴
革
商
に
対
す
る
同
情
が
あ
っ
た

か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
カ
ー
デ
ィ
ー
の
曖

昧
な
対
応
が
一
因
と
な
り
、
靴
革
流
通
で
は
靴
革
商
の
独
占
を
認

め
る
従
来
の
規
定
と
そ
れ
を
無
効
と
す
る
専
売
廃
止
令
と
が
併
存

す
る
状
況
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
憂
慮
し
た
政
府
は
一
七
九
八
年
に
カ
ー
デ
ィ
ー
に

宛
て
て
勅
令
を
発
布
し
、
そ
の
な
か
で
「
カ
イ
セ
リ
か
ら
き
た
サ

フ
テ
ィ
ヤ
ン
革
を
﹇
靴
革
商
組
合
の
﹈
商
館
（tâcir-hâne

）
に

送
る
こ
と
は
専
売
禁
止
（m

en̒
-i inhisâr-ı bey̒

 ve şirâ

）
を

命
じ
た
宸
筆
（hatt-ı hüm

âyûn

）
に
違
反
す
る
の
で
は
な
い

か
」
と
問
い
か
け
、
関
連
業
者
と
と
も
に
「
人
々
に
と
っ
て
ま
さ

し
く
有
益
か
つ
有
用
と
な
る
方
法
（m

ahz-ı nef̒ ve hayr 
olacak sûret

）」
を
協
議
し
定
め
る
よ
う
に
命
じ
た
。
こ
れ
を
受

け
た
カ
ー
デ
ィ
ー
は
関
連
業
者
を
召
集
し
、
如
何
な
る
者
も
遠
隔

地
商
人
か
ら
自
由
に
靴
革
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
専

売
廃
止
令
に
基
づ
く
規
定
を
再
確
認
し
た
の
で
あ
っ
た）

100
（

。
こ
の
こ

と
は
一
七
八
九
年
の
専
売
廃
止
令
公
布
と
並
ぶ
重
要
な
転
機
と
考

え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
以
降
、
靴
革
商
に
よ
る
妨
害
行

為
や
独
占
権
を
め
ぐ
る
紛
争
が
発
生
し
た
形
跡
は
み
ら
れ
ず
、
ま

た
、
法
廷
で
行
わ
れ
た
カ
ー
デ
ィ
ー
や
関
連
業
者
に
よ
る
協
議
を

み
る
と
、
彼
ら
の
関
心
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
靴
革
流
通
の
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あ
り
方
か
ら
、
如
何
に
多
く
の
靴
革
を
カ
イ
セ
リ
な
ど
か
ら
イ
ス

タ
ン
ブ
ル
に
供
給
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題
に
移
っ
て
お
り）

101
（

、
そ
こ

か
ら
彼
ら
が
靴
革
売
買
の
自
由
化
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
、
新
た

な
対
策
を
模
索
し
て
い
た
状
況
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
一
七
九
八
年
以
降
、
靴
革
商
組
合
は
靴
革
売
買
の

独
占
権
を
完
全
に
喪
失
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
一

九
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
当
該
組
合
は
存
続
し
、
そ
の
構
成
員
は

メ
ル
ジ
ャ
ン
市
場
に
お
い
て
靴
革
取
引
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
史

料
か
ら
看
取
さ
れ
る）

102
（

。
こ
の
こ
と
は
彼
ら
が
独
占
的
な
靴
革
売
買

を
前
提
と
す
る
卸
売
業
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
若
干
奇
妙

に
思
わ
れ
る
が
、
以
下
の
事
例
か
ら
彼
ら
が
取
引
を
続
け
得
た
要

因
の
ひ
と
つ
を
み
て
と
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
一
七
九
六
年
、

遠
隔
地
商
人
は
近
年
の
靴
革
不
足
の
状
況
を
理
解
せ
ず
に
従
来
ど

お
り
の
価
格
を
要
望
す
る
靴
工
を
非
難
し
つ
つ
、
新
た
な
価
格
案

を
法
廷
に
提
示
し
た
。
す
る
と
靴
工
組
合
は
、
遠
隔
地
商
人
が
既

定
の
適
正
価
格）

103
（

よ
り
も
遥
か
に
高
い
価
格
を
強
要
し
て
き
た
事
実

を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
価
格
案
に
激
し
く
反
発
し
た
の
で
あ
る）

104
（

。

こ
の
事
例
は
、
靴
工
と
遠
隔
地
商
人
の
双
方
が
と
り
わ
け
価
格
面

で
直
接
取
引
に
満
足
し
て
い
な
か
っ
た
状
況
を
示
し
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
専
売
廃
止
令
の
実
施
以
降
、
彼
ら
の
直
接

取
引
が
必
ず
し
も
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

靴
革
商
が
従
来
の
卸
売
業
を
営
む
余
地
は
あ
る
程
度
残
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
一
八
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
靴
革
流

通
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
靴
革
商
組
合
に
つ
い
て
靴
革
流

通
に
お
け
る
役
割
や
政
府
・
関
連
業
種
と
の
関
係
を
中
心
に
検
討

し
た
。

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
靴
革
を
供
給
す
る
遠
隔
地
商
人
は
、
同
職
組

合
な
ど
の
組
織
を
も
た
ず
、
そ
の
経
営
手
法
や
規
模
は
多
様
で

あ
っ
た
点
で
従
来
の
一
般
的
な
遠
隔
地
商
人
像
と
共
通
す
る
性
格

を
有
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
多
く
は
多
角
的
な
経
済
活
動
か
ら
莫

大
な
富
を
蓄
積
す
る
大
商
人
で
は
な
く
、
靴
革
商
業
に
専
念
し
、

そ
こ
か
ら
辛
う
じ
て
利
益
を
あ
げ
る
中
小
規
模
の
商
人
で
あ
っ
た

と
み
ら
れ
る
。
彼
ら
個
人
の
経
営
や
資
産
に
関
す
る
具
体
的
実
態

や
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
を
販
売
先
と
し
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

各
供
給
地
の
法
廷
台
帳
史
料
な
ど
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
靴
革
流
通
に
お
い
て
着
目
す
べ
き
は
、
専
門

的
な
卸
売
業
者
が
遠
隔
地
商
人
と
靴
工
を
仲
介
し
た
こ
と
に
加
え

て
、
そ
の
卸
売
価
格
は
原
則
と
し
て
関
連
業
者
の
交
渉
に
よ
っ
て



一
八
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
靴
革
流
通
と
靴
革
商
組
合

九
七
（
三
三
三
）　

定
め
ら
れ
、
公
定
価
格
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
監
督
に
特
化
し
た
政
府
役
人
は
存
在
せ
ず
、
靴
革

商
組
合
長
が
流
通
全
般
に
一
定
の
責
任
を
負
っ
て
い
た
こ
と
も
重

要
な
特
徴
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
本
稿
で
検
討
し
た

事
例
に
お
い
て
、
紛
争
や
不
正
行
為
に
よ
る
一
時
的
な
対
立
を
除

け
ば
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
た
商
工
民
の
遠
隔
地
商
人
に
対
す

る
敵
視
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
靴
革
流
通
に
お
い
て
、
一
七
八
九
年
の
専
売

廃
止
令
公
布
と
一
七
九
八
年
に
行
わ
れ
た
当
該
規
定
の
再
確
認
が

重
要
な
転
機
と
な
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
一
八
世
紀
後
半

以
降
、
靴
革
不
足
が
深
刻
化
す
る
と
、
関
連
業
種
は
カ
ー
デ
ィ
ー

と
と
も
に
互
い
の
利
害
を
調
整
し
、
と
り
わ
け
靴
革
商
組
合
は
自

身
の
独
占
権
を
譲
歩
し
つ
つ
対
応
し
た
が
、
専
売
廃
止
令
の
実
施

に
伴
っ
て
彼
ら
は
独
占
権
を
完
全
に
喪
失
し
、
そ
の
重
要
性
は
大

き
く
後
退
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
状
況
に
も
拘
ら

ず
、
少
な
く
と
も
一
九
世
紀
初
頭
ま
で
こ
の
卸
売
業
が
存
続
し
得

た
こ
と
も
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
事
実
と
言
え
よ
う
。

靴
革
商
組
合
に
お
け
る
構
成
員
の
管
理
や
相
互
扶
助
に
関
す
る

実
態
、
靴
革
商
個
人
の
経
済
状
況
な
ど
の
問
題
は
課
題
と
し
て
残

さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
バ
ー
ブ
法
廷Bâb M

ahkem
esi

を
始
め
と
す
る
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
下
位
法
廷
台
帳
史
料
の
分
析
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

註（1
）
拙
稿
「
一
八
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
靴
産
業
の
同
職
組
合
」

『
オ
リ
エ
ン
ト
』
四
八
巻
一
号
（
二
〇
〇
五
年
）、
五
六
頁
。

（
2
）
以
後
、
典
拠
と
し
て
示
す
際
、İA

D

と
略
記
す
る
。

（
3
）
以
後
、
典
拠
と
し
て
示
す
際
、İŞS

と
略
記
す
る
。
本
稿
で
は
イ

ス
ラ
ー
ム
研
究
所İslâm

 A
raştırm

aları M
erkezi

所
蔵
の
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
を
中
心
に
、
一
部
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
・
ム
フ
テ
ィ
ー

局
古
文
書
館İstanbul M

üftülü ğü A
rşivi

所
蔵
の
原
本
を
参
照
し

た
。
な
お
、
現
存
す
る
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
法
廷
台
帳
の
う
ち
一
八
世
紀

に
関
す
る
記
録
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
台
帳
は
計
五
三
冊
（
第
二
四

-

七
五
番
、
第
二
〇
四
番
）
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
一
八
世
紀
前
半

の
記
録
を
含
む
の
は
第
二
四
番
台
帳
の
一
冊
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

本
稿
の
同
台
帳
に
依
拠
し
た
事
例
は
一
八
世
紀
後
半
の
も
の
が
中
心

と
な
る
。

（
4
）
以
後
、
典
拠
と
し
て
示
す
際
、BO

A

と
略
記
す
る
。

（
5
）
商
工
民
・
同
職
組
合
の
自
律
性
を
解
明
す
る
う
え
で
、
従
来
重
視

さ
れ
て
き
た
政
府
と
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
に
裁
量
の
余
地
が

残
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
市
場
と
の
関
係
に
も
着
目
す
る
こ
と

が
不
可
欠
と
す
る
見
方
を
示
し
た
。Faroqhi, Suraiya, A

rtisans 
of E

m
pire: Crafts and Craftspeople U

nder the O
ttom

ans, 
London/N

ew
 Y

ork, 2009, pp. xv, xxv-xxvii

を
参
照
。
な
お
、

こ
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
書
評
：Suraiya Faroqhi, A

rti-
sans of E

m
pire: C

rafts and C
raftspeople under the O

tto-



史
　
　
　
学
　
第
八
二
巻
　
第
三
号

九
八
（
三
三
四
）　

m
ans

」『
イ
ス
ラ
ム
世
界
』
七
四
巻
（
二
〇
一
〇
年
）、
一
二
一-

一

二
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）
商
工
民
の
多
様
な
商
業
活
動
や
交
渉
に
よ
る
価
格
設
定
に
関
す
る

具
体
的
事
例
と
し
て
、
一
八
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
フ
ェ
ズ
工
組
合

に
関
す
るFaroqhi, Suraiya, 

“Im
m
igrant T

radesm
en as 

Guild M
em

bers, or, the A
dventures of T

unisian Fez-Sell-
ers in Eighteenth-Century Istanbul

”, in J. H
athaw

ay

（ed.

）, 
T
he A

rab Lands in the O
ttom

an E
ra, M

inneapolis, 2009, 
pp. 194-196

を
参
照
。
な
お
、
前
近
代
カ
イ
ロ
に
お
け
る
卸
売
業
や

遠
隔
地
商
業
に
従
事
す
る
商
工
民
の
事
例
と
し
て
、H
anna, N

elly, 
A
rtisan E

ntrepreneurs in Cairo and E
arly-M

odern Capital-
ism

 (1600-1800), Syracuse/N
ew

 Y
ork, 2011, esp. pp. 48-50, 

76, 96-98

を
参
照
。

（
7
）
同
職
組
合
や
政
府
に
よ
っ
て
著
し
く
活
動
を
制
限
さ
れ
た
商
工
民

は
、
比
較
的
自
由
な
経
済
活
動
と
蓄
財
を
認
め
ら
れ
た
遠
隔
地
商
人

を
強
く
敵
視
し
て
い
た
と
す
る
か
つ
て
の
見
方
に
つ
い
て
、İnalcık, 

H
alil, 

“Capital Form
ation in the O

ttom
an Em

pire
”, Journal 

of E
conom

ic H
istory, 29/1

（1969

）, pp. 98-99, 102-105
を
参
照
。

（
8
）
こ
う
し
た
管
理
・
監
督
の
多
様
性
に
つ
い
て
は
、
一
先
ず
拙
稿
「
オ

ス
マ
ン
朝
下
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
食
糧
・
物
資
供
給
に
関
す
る

一
考
察 

―
ウ
ス
キ
ュ
ダ
ル
の
皮
革
・
果
物
・
花
卉
の
供
給
を
中
心
に

―
」『
史
学
』
七
九
巻
一
・
二
号
（
二
〇
一
〇
年
）、
一
八
六
頁
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
9
）Q

uataert, D
onald, 

“Labor H
istory and the O

ttom
an Em

-
pire, c. 1700-1922

”, International Labor and W
orking-Class 

H
istory, 60

（2001

）, p. 97; Y
i, Eunjeong, G

uild D
ynam

ics in 

Seventeenth-C
entury Istanbul: Fluidity and L

everage, 
Leiden/Boston, 2004, pp. 113-165; Faroqhi, Suraiya, 

“Under-
standing O

ttom
an Guilds

”, in S. Faroqhi &
 R. D

eguilhem

（eds.

）, Crafts and Craftsm
en of the M

iddle E
ast: Fashion-

ing the Individual in the M
uslim

 M
editerranean, London/ 

N
ew

 Y
ork, 2005, pp. 14-16; id., A

rtisans of E
m

pire, p. xix; 
H
anna, A

rtisan E
ntrepreneurs, pp. 159-160.

（
10
）
靴
革
不
足
の
事
実
は
以
下
の
研
究
に
お
い
て
度
々
指
摘
さ
れ
て
き

た
が
、そ
の
実
態
に
関
す
る
踏
み
込
ん
だ
検
討
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。A

ynural, Salih, 

“Selim
 III D

önem
inde İstanbul̓da 

İktisadi H
ayat

（1789-1807

）”, Ph.D
. dissertation, İstanbul 

U
niversity, 1989, p. 156; H

ülagü, M
ehm

et M
etin,

“Kayseri̓de Sahtiyan Ü
retim

i

”, E
rciyes Ü

niversitesi Sosyal 
Bilim

ler E
nstitüsü D

ergisi, 13

（2002

）, pp. 5-7; Ö
zkaya, Y

ü-
cel, 

“XV
III. Y

üzyılda O
sm

anlı İm
paratorlu ğunda Esnaf 

Sorunları

”, in IX
. T

ürk T
arih K

ongresi: A
nkara, 21-25 

E
ylül 1981: K

ongreye Sunulan Bildiriler, vol. 2, A
nkara, 

1988, pp. 1045-1046; id. X
V
III. Y

üzyılda O
sm

anlı 
K
urum

ları ve O
sm

anlı T
oplum

 Y
aşantısı, A

nkara, 1985, p. 
349; T

ekin, Zeki, 

“Tanzim
at D

önem
ine K

adar O
sm

anlı 
İm

paratorlu ğu̓
nda D

ericilik

”, Ph.D
. dissertation, M

arm
ara 

U
niversity, 1992, pp. 95-96

を
参
照
。

（
11
）
専
売
廃
止
令
は
、
そ
の
重
要
性
に
比
し
て
殆
ど
検
討
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
問
題
で
あ
る
。
現
状
で
は
一
先
ずA

ynural, 

“İstanbul̓da 
İktisadi H

ayat

”, pp. 110-114

を
み
よ
。

（
12
）
サ
フ
テ
ィ
ヤ
ン
、
キ
ョ
セ
レ
、
メ
シ
ン
各
革
の
特
徴
や
違
い
に
つ



一
八
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
靴
革
流
通
と
靴
革
商
組
合

九
九
（
三
三
五
）　

い
て
は
、
そ
れ
ら
が
羊
・
山
羊
・
牛
の
い
ず
れ
か
の
革
で
あ
る
と
い

う
点
を
除
く
と
、
研
究
者
の
間
で
し
ば
し
ば
異
な
る
見
方
が
提
示
さ

れ
て
き
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、Faroqhi, Suraiya, T

ow
ns and 

T
ow

nsm
en of O

ttom
an A

natolia: T
rade, Crafts and Food 

Production in an U
rban Setting, 1520-1650, Cam

bridge, 
1984, pp. 161-162; id., 

“How
 to Prosper in Eighteenth-Cen-

tury Bursa: T
he Fortune of H

acı İbrahim
, T

anner

”, in id., 
Stories of O

ttom
an M

en and W
om

en: E
stablishing Status, 

E
stablishing Control, İstanbul, 2002, p. 129; Eldem

, Edhem
, 

French T
rade in Istanbul in the E

ighteenth C
entury, 

Leiden/Boston, 1999, p. 107
を
参
照
。
そ
の
実
態
解
明
に
は
更
な

る
実
証
的
な
検
討
を
要
す
る
が
、
本
稿
で
は
現
時
点
で
最
も
妥
当
と
考
え

ら
れ
るA

kalın, Sam
i et al., A

yakkabıcılık T
erim

leri Sözlü ğü, 
İstanbul, 1993, pp. 106, 115, 138; A

yverdi, İlhan, M
isalli 

Büyük T
ürkçe Sözlük: A

sırlar Boyu T
ârihî Seyri İçinde, 

İstanbul, 2006, pp. 1767, 2034, 2641

に
依
拠
し
た
。

（
13
）
稀
に
ゲ
レ
デ
（gerede

）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
例
え
ば

BO
A
, D

. BŞM
 no. 6134, d. 1 B 1207

（12/2/1793
）
を
参
照
。

こ
の
革
を
生
産
す
る
皮
鞣
工
（sa ğrıcı

）
と
革
の
用
途
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
食
糧
・
物
資
供
給
に
関
す
る
一
考
察
」
一
七
五
頁
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
14
）M

cGow
an, Bruce, 

“The A
ge of the A

yans, 1699-1812

”, in 
H
. İnalcık &

 D
. Q

uataert

（eds.

）, A
n E

conom
ic and Social 

H
istory of the O

ttom
an E

m
pire, Cam

bridge, 2000, p. 731. 

一

七
・
一
八
世
紀
カ
イ
セ
リ
の
皮
鞣
業
に
つ
い
て
は
、H

ülagü, 

“Kayseri̓de Sahtiyan Ü
retim

i

”, p. 4

を
参
照
。

（
15
）BO

A
, D

. BŞM
 no. 6134, d. 1 B 1207

（12/2/1793

）; İŞS no. 
201, p. 44A

-1, d. 1 B 1207

（12/2/1793

）.

（
16
）İŞS no. 201, pp. 49B-2, 50B-1, 56A

-2, d. 1207-08

（1793

）.

（
17
）BO

A
, D

. BŞM
 no. 6134, d. 1 B 1207

（12/2/1793

）; İŞS no. 
201, p. 44A

-1, d. 1 B 1207

（12/2/1793

）; H
ülagü, 

“Kayseri̓de 
Sahtiyan Ü

retim
i

”, p. 4.

（
18
）
こ
の
バ
ハ
ー
の
持
つ
意
味
は
現
時
点
で
明
ら
か
で
な
い
。

（
19
）İŞS no. 24, pp. 91A

-2, 91B-2, d. 1144

（1730-31

）; no. 201, p. 
44A

-1, d. 1 B 1207

（12/2/1793

）; BO
A
, D

. BŞM
 no. 6134, d. 

1 B 1207

（12/2/1793

）.

（
20
）İŞS no. 201, pp. 49B-2, 50B-1, 56A

-2, d. 1207-08

（1793

）.

（
21
）
ゲ
レ
デ
か
ら
キ
ョ
セ
レ
革
が
供
給
さ
れ
た
事
実
は
、BO

A
, Cev-

det İktisat, no. 441, d. 19 Ca 1216

（27/9/1801

）
か
ら
も
跡
付

け
ら
れ
る
。
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、H

ülagü, 

“Kayseri̓de 
Sahtiyan Ü

retim
i

”, pp. 5-6

を
参
照
。

（
22
）İA

D
 no. 2/146/501, d. Ş 1159

（9/1746

）; no. 8/245/800, d. 
M

 1189

（3/1775

）; no. 9/284/1054, d. B 1192

（8/1778

）; no. 
11/323/1007, d. Z 1206

（8/1792

）; İŞS no. 42, p. 70B-1, d. 9 B 
1192

（3/8/1778

）; no. 45, p. 32A
-3, d. 23 C 1193

（8/7/1779

）; 
no. 47, p. 80A

-2, d. Ca 1195

（4-5/1781

）; no. 61, p. 22A
-2, d. 

19 Za 1206

（9/7/1792

）; no. 61, p. 96A
-3, d. 9 Z 1207

（18/7/1793

）.
（
23
）
一
六
四
〇
年
の
公
定
価
格
表
に
は
、
カ
イ
セ
リ
、
デ
ィ
ヴ
リ
ー

D
ivri ği

、
コ
ン
ヤ
の
三
か
所
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。K

ütüko ğlu, 
M

übahat S.

（ed.

）, O
sm

anlılarda N
arh M

üessesesi ve 1640 
T
arihli N

arh D
efteri, İstanbul, 1983, p. 191

を
参
照
。
な
お
、



史
　
　
　
学
　
第
八
二
巻
　
第
三
号

一
〇
〇
（
三
三
六
）　

コ
ン
ヤ
法
廷
台
帳
に
あ
る
一
七
九
三
年
の
勅
令
の
記
録
に
は
、
ア
イ

ド
ゥ
ンA

ydın

や
ア
ク
シ
ェ
ヒ
ルA

kşehir

な
ど
計
三
四
か
所
に
お

い
て
生
産
さ
れ
た
靴
革
を
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
輸
送
す
る
よ
う
に
命
じ

る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。Ö

zkaya, X
V
III. Y

üzyılda O
sm

anlı 
K
urum

ları, p. 349

を
参
照
。
こ
の
三
四
か
所
に
は
先
述
の
諸
史
料

に
記
さ
れ
て
い
な
い
一
八
か
所
が
含
ま
れ
る
が
、
現
時
点
で
こ
れ
ら

の
場
所
か
ら
靴
革
が
実
際
に
供
給
さ
れ
た
事
実
を
他
の
史
料
か
ら
跡

付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
先
述
の
諸
史
料
に
の
み

依
拠
し
て
検
討
し
た
。

（
24
）
こ
れ
ら
の
皮
鞣
工
と
工
房
群
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
一
八
世
紀
イ

ス
タ
ン
ブ
ル
の
同
職
組
合 
―
家
畜
利
用
業
種
の
分
析
か
ら
」『
日
本

中
東
学
会
年
報
』
二
〇
巻
二
号
（
二
〇
〇
五
年
）、
二
三
〇-

二
三
六

頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
25
）İŞS no. 24, pp. 91A

-2, 91B-2, d. 1144
（1730-31

）; no. 53, p. 
26A

-2, d. 13 L 1199

（19/8/1785

）; no. 201, p. 44A
-1, d. 1 B 

1207

（12/2/1793

）; BO
A
, D

. B
ŞM

 no. 6134, d. 1 B 1207

（12/2/1793

）.

（
26
）İŞS no. 42, p. 18A

-2, d. 23 L 1191

（24/11/1777
）; no. 64, p. 

73B-2, d. N
 1210

（3-4/1796

）.

（
27
）
法
廷
台
帳
や
ア
フ
キ
ャ
ー
ム
台
帳
な
ど
の
諸
史
料
で
は
靴
革
商
を

タ
ー
ジ
ル
（tâcir

）
と
表
記
し
、
遠
隔
地
商
人
を
テ
ュ
ッ
ジ
ャ
ー
ル

（tüccâr

）
や
バ
ー
ゼ
ル
ギ
ャ
ー
ン
（bâzergân

）
と
表
記
し
て
両
者

を
区
別
す
る
傾
向
が
あ
る
。
例
え
ばİŞS no. 29, p. 79A

-1, d. 10 R 
1181

（5/9/1767

）を
参
照
。
た
だ
し
、ご
く
稀
に
遠
隔
地
商
人
を「
カ

イ
セ
リ
か
ら
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
靴
革
を
運
ぶ
タ
ー
ジ
ル
」
や
「
サ
フ

テ
ィ
ヤ
ン
革
商
（sahtiyâncı

）」
と
す
る
例
も
あ
る
。
各
々
に
つ
い

てİŞS no. 45, p. 32A
-3, d. 23 C 1193

（8/7/1779

）; no. 54, p. 
51B-2, d. 21 Za 1200

（15/9/1786

）
を
参
照
。
な
お
、
一
般
的
な

遠
隔
地
商
人
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、İnalcık, 

“Capital Form
ation

”, 
p. 99

を
み
よ
。

（
28
）
例
え
ば
、İŞS no. 45, p. 25A

-2, d. 2 C 1193

（17/6/1779

）; 
no. 64, p. 96B-2, d. 1 M

 1211

（7/7/1796

）
を
参
照
。

（
29
）İŞS no. 45, p. 32A

-3, d. 23 C 1193

（8/7/1779

）.

（
30
）
こ
の
名
前
を
持
つ
ハ
ン
の
存
在
は
管
見
の
限
り
知
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
が
、
こ
れ
は
エ
ヴ
リ
ヤ
・
チ
ェ
レ
ビ
ー Evliyâ Çelebi

（
一

六
八
五
年
頃
歿
）
の
『
旅
行
記Seyâhat-nâm

e

』
に
お
い
て
タ
フ
タ

ル
・
ハ
ンT

ahtalı hân

と
し
て
言
及
さ
れ
た
マ
フ
ム
ト
・
パ
シ
ャ

M
ahm

ûd Paşa

地
区
近
郊
に
立
地
す
る
七
〇
の
部
屋
を
持
つ
ハ
ン

を
指
す
と
思
わ
れ
る
。Evliyâ Çelebi b. D

erviş M
uham

m
ad 

Zillî, R. D
ankoff, S. A

. K
ahram

an &
 Y

. D
a ğlı

（eds.

）, E
vliyâ 

Çelebi Seyahatnâm
esi, vol. 1, İstanbul, 2006, p. 154

を
参
照
。

（
31
）
一
八
世
紀
の
メ
ル
ジ
ャ
ン
市
場
周
辺
に
は
同
名
の
ハ
ン
が
少
な
く

と
も
三
軒
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。Güran, 

Ceyhan, T
ürk H

anlarının G
elişim

i ve İstanbul H
anlar M

i-
m

arisi, A
nkara, 1976, pp. 105-109

を
参
照
。

（
32
）「
綿
・
羊
毛
打
ち
工H

allâçlar

地
区
」
に
立
地
し
、
八
〇
の
部
屋

を
持
っ
た
。Evliyâ Çelebi, Seyahatnâm

esi, vol. 1, p. 154

を
参
照
。

（
33
）
と
も
に
カ
パ
ル
チ
ャ
ル
シ
ュ
周
辺
に
立
地
す
る
メ
ル
ジ
ャ
ン
・

ア
ー
・
ハ
ンM

ercân A
ğa hânı

か
メ
ル
ジ
ャ
ン
・
チ
ャ
ク
ル
・
ハ
ン

M
ercân Çakur hânı

を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。Güran, T

ürk 
H
anlarının G

elişim
i, p. 153; A

yverdi, E
krem

 H
akkı, 

O
sm

anlı M
iʻm

ârîsinde Fâtih D
evri 855-886

（1451-1481

）, 



一
八
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
靴
革
流
通
と
靴
革
商
組
合

一
〇
一
（
三
三
七
）　

İstanbul, 1989, pp. 589-590

を
参
照
。

（
34
）
こ
の
名
前
を
持
つ
二
軒
の
ハ
ン
が
カ
パ
ル
チ
ャ
ル
シ
ュ
の
南
北
に

あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。Güran, T

ürk 
H
anlarının G

elişim
i, pp. 148-149, 155

を
参
照
。

（
35
）
カ
パ
ル
チ
ャ
ル
シ
ュ
の
南
側
に
現
存
す
る
セ
ペ
ト
チ
・
ハ
ン

Sepetçi hanı
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。Güran, T

ürk H
anlarının 

G
elişim

i, p. 154
を
参
照
。

（
36
）İŞS no. 58, p. 42A

-3, d. 13 Z 1203

（4/9/1789

）. 

な
お
、İŞS 

no. 71, p. 56A
-2, d. 23 C 1213

（2/12/1798

）
に
も
同
様
の
記
述

が
あ
る
。

（
37
）
カ
パ
ル
チ
ャ
ル
シ
ュ
の
北
側
に
位
置
す
る
。Güran, T

ürk 
H
anlarının G

elişim
i, p. 154

を
参
照
。

（
38
）
カ
パ
ル
チ
ャ
ル
シ
ュ
の
北
側
に
立
地
す
る
こ
の
ハ
ン
は
、ウ
ス
キ
ュ

ダ
ル
に
あ
る
チ
ニ
リ
複
合
施
設Çinili külliyesi

の
ワ
ク
フ
財
源
と

し
て
ス
ル
タ
ン
・
ム
ラ
ト
四
世
（
在
位
一
六
二
三-

四
〇
年
）
の
治

世
に
そ
の
母
キ
ョ
セ
ム
・
ス
ル
タ
ンK

ösem
 Sultan

の
命
で
建
設

さ
れ
た
。Cantay, Gönül, 

“Valide H
anı

”, in D
ünden Bugüne 

İstanbul A
nsiklopedisi, vol. 7, 1994, pp. 362-363

を
参
照
。

（
39
）İŞS no. 61, p. 96A

-3, d. 9 Z 1207

（18/7/1793

）; no. 66, p. 
4B-2, d. 28 C 1207

（10/2/1793

）; no. 66, p. 4B-3, d. 23 C 1207

（5/2/1793

）.

（
40
）
そ
の
創
設
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
同
職
に
言
及
し
た
最
も
古

い
史
料
はİŞS no. 66, p. 4B-3, d. 23 C 1207

（5/2/1793

）
で
あ
る
。

（
41
）İŞS no. 66, p. 4B-2, d. 28 C 1207

（10/2/1793

）; no. 66, p. 
4B-3, d. 23 C 1207

（5/2/1793

）.

（
42
）İŞS no. 61, p. 58A

-4, d. 17 Ş 1207

（30/3/1793

）; no. 67, p. 

50A
-3, d. 19 Ş 1211

（17/2/1797

）.

（
43
）
類
似
す
る
役
職
に
一
七
・
一
八
世
紀
ア
レ
ッ
ポ
の
シ
ェ
フ
ベ
ン
デ

ル
（şehbender

）
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、M

asters, Bruce, 
T
he O

rigins of W
estern E

conom
ic D

om
inance in the M

id-
dle E

ast: M
ercantilism

 and the Islam
ic E

conom
y in A

lep-
po, 1600-1750, N

ew
 Y

ork/London, 1988, pp. 57-60

を
み
よ
。

（
44
）İŞS no. 62, p. 5B-3, d. 25 M

 1208

（2/9/1793

）.

（
45
）İŞS no. 67, p. 50A

-3, d. 19 Ş 1211

（17/2/1797

）. 

ま
た
、İŞS 

no. 122, p. 62A
-1, d. 5 Ş 1233

（10/6/1818

）
に
は
靴
革
を
扱
う

遠
隔
地
商
人
の
な
か
か
ら
セ
イ
イ
ド
・
オ
ス
マ
ン
・
ア
ー es-Seyyid 

‘Osm
ân A

ğa bin H
üseyin

と
い
う
人
物
が
同
職
に
任
命
さ
れ
た
と

す
る
記
述
が
あ
る
。

（
46
）İŞS no. 61, p. 26A

-3, d. 17 Z 1206

（6/8/1792

）. 

靴
工
長
に
関

し
て
は
、
拙
稿
「
靴
産
業
の
同
職
組
合
」
五
一-

五
二
頁
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
47
）İŞS no. 66, p. 4B-3, d. 23 C 1207

（5/2/1793

）.

（
48
）İŞS no. 66, p. 4B-2, d. 28 C 1207

（10/2/1793

）.

（
49
）
稀
に
「
サ
フ
テ
ィ
ヤ
ン
革
商
（sahtiyân tâciri, sahtiyâncı

）」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
例
え
ばİŞS no. 36, p. 94B-3, d. 3 

C
 1188

（11/8/1774

）; no. 66, p. 2B
-2, d. 19 C

a 1207

（2/1/1793

）
を
参
照
。

（
50
）İŞS no. 45, p. 32A

-3, d. 23 C 1193

（8/7/1779

）; no. 58, p. 
52A

-2, d. 11 Ra 1204

（29/11/1789

）. 

こ
の
一
七
八
九
年
の
法
廷

記
録
に
は
、
一
軒
の
靴
革
商
の
店
舗
を
所
有
す
る
ア
イ
シ
ェA

yşe 
bint el-H

âcc ʻO
sm

ân

が
夫
ハ
ー
フ
ズ
・
メ
フ
メ
ト
・
エ
ミ
ン

H
âfız M

ehm
ed Em

în

に
対
し
て
当
該
店
舗
に
お
け
る
靴
革
売
買
を



史
　
　
　
学
　
第
八
二
巻
　
第
三
号

一
〇
二
（
三
三
八
）　

許
可
し
た
が
、
こ
の
メ
フ
メ
ト
は
靴
革
商
組
合
に
属
し
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
靴
革
商
組
合
は
三
か
月
間
の
徒
弟
修
業
と
当
該
組
合
へ
の

加
入
を
条
件
に
メ
フ
メ
ト
に
よ
る
靴
革
の
売
買
を
認
め
た
と
あ
る
。

（
51
）İA

D
 no. 8/200/652, d. Ş 1188

（10/1774

）; İŞS no. 37, p. 
95A

-1, d. L 1188

（12/1774

）.

（
52
）İŞS no. 30, p. 97A

-1, d. Z 1181

（4/1768

）; no. 40, p. 86A
-4, d. 

26 B 1191

（30/8/1777

）.

（
53
）İŞS no. 31, p. 31B-3, d. 22 Ca 1182

（4/10/1768

）.

（
54
）İA

D
 no. 8/100/315, d. Z 1181

（4/1768

）
に
は
、
靴
革
商
の

ハ
ジ
・
ア
フ
メ
トel-H

âcc A
hm

ed bin M
ehm

ed

が
以
前
に
靴
工

組
合
の
補
佐
役
（m

estci yi ğitbaşısı

）
を
務
め
て
い
た
と
す
る
記

述
が
あ
る
。
ま
た
、İŞS no. 66, p. 4A

-2, d. 3 B 1207

（14/2/1793

）

に
よ
る
と
、
不
正
行
為
を
理
由
に
追
放
の
裁
定
を
下
さ
れ
た
靴
革
商

の
元
組
合
長
ズ
ィ
ー
フ
ギ
ー
ル
ジ
オ
ー
ル
・
セ
イ
イ
ド
・
ハ
ジ
・
ム

ス
タ
フ
ァZîhgîrci-o ğlu es-Seyyid el-H

âcc M
ustafâ bin 

‘Alî

は
、
彼
の
甥
で
ブ
ー
ツ
工
（çizm
eci

）
の
セ
イ
イ
ド
・
メ
フ
メ
ト
・

ア
レ
ム
ダ
ルes-Seyyid M
ehm

ed 

‘Alem
dâr bin İbrâhîm

に
自

身
の
店
舗
の
経
営
を
委
託
し
た
。

（
55
）İŞS no. 45, p. 10A

-2, d. 23 R 1193

（10/5/1779

）
に
は
、
靴

革
商
と
靴
工
の
数
名
が
共
謀
し
、
靴
工
長
（dikicibaşı

）
と
靴
革
商

組
合
長
の
罷
免
を
画
策
し
た
た
め
、
八
〇
人
以
上
の
靴
革
商
と
靴
工

に
よ
っ
て
法
廷
で
訴
え
ら
れ
た
と
す
る
記
録
が
あ
る
。

（
56
）
親
方
権
や
店
舗
・
工
房
の
賃
借
権
に
相
当
す
る
権
利
と
し
て
一
八

世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
同
職
組
合
に
広
く
普
及
し
た
ゲ
デ
ィ
キ
の
概

要
に
つ
い
て
は
、Y

i, G
uild D

ynam
ics, pp. 148-160

を
み
よ
。

（
57
）İŞS no. 37, p. 95A

-1, d. L 1188

（12/1774

）.

（
58
）
以
下
の
よ
う
な
靴
革
商
の
ゲ
デ
ィ
キ
に
対
す
る
誤
っ
た
理
解
は
、

当
該
組
合
に
ゲ
デ
ィ
キ
が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
と
言
え
よ
う
。
一
七
八
三
年
、
フ
ァ
ト
ゥ
マFâtım

a H
âtûn 

ibnet M
ustafâ

と
い
う
女
性
か
ら
店
舗
を
賃
借
し
て
い
た
靴
革
商
メ

フ
メ
ト
・
サ
イ
ー
ドM

ehm
ed Sa

‘îd bin el-H
âcc H

üseyin

は
、

そ
の
契
約
期
間
が
満
了
し
た
際
、
店
舗
に
あ
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
や
枕
な

ど
を
自
ら
ゲ
デ
ィ
キ
に
設
定
し
た
の
で
、
前
述
の
フ
ァ
ト
ゥ
マ
が
自

身
を
店
舗
か
ら
追
い
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
の
靴

革
商
は
個
人
が
ゲ
デ
ィ
キ
を
自
由
に
設
定
で
き
る
と
誤
認
し
て
い
た

の
で
あ
る
。İŞS no. 51, p. 28A

-1, d. 15 M
 1198

（10/12/1783

）

を
参
照
。

（
59
）
稀
に
「
商
館
（tâcirhâne

）」
や
「
靴
革
商
の
市
場
（tâcirler 

sûku

）」
と
も
呼
ば
れ
た
。İA

D
 no. 5/333/986, d. N

 1174

（4/1761

）; İŞS no. 61, p. 75A
-3, d. 29 L 1207

（9/6/1793

）
を

参
照
。

（
60
）İŞS no. 73 p. 91B-2, d. 23 B 1215

（10/12/1800

）. 

会
所
の
賃

料
は
組
合
長
が
構
成
員
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
で
支
払
わ
れ
た
と
推
察

さ
れ
る
が
、
そ
の
実
態
解
明
に
は
更
な
る
実
証
的
な
検
討
を
要
す
る
。

（
61
）İŞS no. 73, p. 91B-2, d. 23 B 1215

（10/12/1800

）. 

こ
の
交
渉

以
前
の
賃
料
は
史
料
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
62
）
一
般
的
な
組
合
長
の
就
任
と
解
任
に
つ
い
て
は
、Y

i, G
uild D

y-
nam

ics, pp. 74-77

を
み
よ
。

（
63
）
②
ハ
ー
フ
ズ
・
ハ
ジ
・
オ
ス
マ
ン
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィH

âfız el-
H
âcc 

‘Osm
ân Efendi

の
任
命
に
関
す
るİŞS no. 30, p. 14B-2, d. 

7 N
 1181

（27/1/1768

）
に
は
、「
前
述
の
靴
革
商
と
﹇
法
廷
台
帳
に
﹈

名
前
が
記
さ
れ
た
靴
工
と
靴
屋
が
選
出
（ihtiyâr

）
し
た
」
と
明
記



一
八
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
靴
革
流
通
と
靴
革
商
組
合

一
〇
三
（
三
三
九
）　

さ
れ
て
い
る
。

（
64
）
例
え
ばİŞS no. 33, p. 54B-1, d. 7 S 1185

（22/5/1771

）
に
よ

る
と
、
④
ム
ス
タ
フ
ァ
・
チ
ェ
レ
ビ
ーM

ustafâ Çelebi bin 

‘Alî
の
任
命
の
際
、
補
佐
役
を
含
む
一
一
名
の
靴
革
商
が
靴
工
長
と
共
に

申
し
立
て
を
行
っ
た
。

（
65
）Faroqhi, Suraiya, 

“Purchasing Guild- and Craft-Based O
f-

fices in the O
ttom

an Central Lands

”, T
urcica, 39

（2007

）, 
pp. 123-146.

（
66
）İŞS no. 53, p. 27B-2, d. 13 L 1199

（19/8/1785

）; no. 54, p. 
79B-3, d. 25 S 1201

（17/12/1786

）.

（
67
）İŞS no. 66, p. 2B-2, d. 19 Ca 1207

（2/1/1793

）.

（
68
）İŞS no. 66, p. 64A

-1, d. 19 Za 1208

（18/6/1794

）; no. 72, p. 
38A

-2, d. 14 Z 1214

（9/5/1800

）.

（
69
）Y

i, G
uild D

ynam
ics, pp. 77-78.

（
70
）İŞS no. 37, p. 40B-3, d. 25 Ca 1189

（24/7/1775

）; no. 40, p. 
57B-2, d. 27 Ca 1191

（3/7/1777

）; no. 50, p. 40B-3, d. 17 Ra 
1197

（20/2/1783

）; no. 51, p. 40A
-2, d. 13 Ra, 1198

（5/2/1784

）; 
no. 59, p. 70B-1, d. 21 Ra 1206

（18/11/1791

）; no. 61, p. 58A
-

4, d. 17 Ş 1207

（30/3/1793

）.

（
71
）İŞS no. 47, p. 32A

-4, d. 8 M
 1195

（4/1/1781

）.

（
72
）
同
職
組
合
に
課
さ
れ
た
戦
時
の
奉
仕
義
務
で
あ
る
従
軍
商
工
民
に

つ
い
て
は
、
一
先
ず
拙
稿
「
オ
ス
マ
ン
朝
下
の
同
職
組
合
に
関
す
る

研
究
動
向
と
課
題 

―
イ
・
ウ
ン
ジ
ョ
ン
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
研
究
に
寄

せ
て
―
」『
史
学
』
七
三
巻
二
・
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
六
三-

一

六
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
73
）İŞS no. 36, p. 105B-3, d. 6 B 1188

（12/9/1774

）.

（
74
）İŞS no. 45, p. 25A

-2, d. 2 C 1193

（17/6/1779

）. 

ブ
ー
ツ
工
長

に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
靴
産
業
の
同
職
組
合
」
五
二
頁
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
75
）İŞS no. 61, p. 22A

-2, d. 19 Za 1206

（9/7/1792

）.

（
76
）
管
見
の
限
り
靴
革
商
組
合
長
に
よ
る
関
連
業
種
へ
の
干
渉
が
問
題

と
さ
れ
た
事
例
は
、
⑧
ム
ス
タ
フ
ァ
が
靴
工
組
合
へ
の
過
度
な
干
渉

を
理
由
に
カ
ー
デ
ィ
ー
に
よ
っ
て
訓
戒
さ
れ
たİŞS no. 53, p. 27B-

2, d. 13 L 1199

（19/8/1785

）
の
み
で
あ
る
。

（
77
）İŞS no. 29, p. 79A

-1, d. 10 R 1181

（5/9/1767

）.

（
78
）İŞS no. 24, p. 15A

-2, d. 18 L 1138

（19/6/1726

）; no. 25, p. 
183-3, d. 21 Ca 1180

（25/10/1766

）; no. 29, p. 79A
-1, d. 10 R 

1181

（5/9/1767

）; no. 37, p. 65A
-3, d. Ş 1189

（9-10/1775

）; 
no. 37, p. 95A

-1, d. L 1188

（12/1774

）; no. 38, p. 72A
-3, d. 12 

Za 1190

（23/12/1776

）; no. 42, p. 70B
-1, d. 9 B

 1192

（3/8/1778

）; no. 45, p. 25A
-2, d. 2 C 1193

（17/6/1779

）; no. 
45, p. 32A

-3, d. 23 C 1193

（8/7/1779

）; no. 47, p. 80A
-2, d. 

C
a 1195

（4-5/1781

）; no. 47, p. 92B
-3, d. 27 B

 1195

（19/7/1781

）; no. 61, p. 22A
-2, d. 19 Za 1206

（9/7/1792

）; no. 
61, p. 91B-4, d. 17 Za 1207

（26/6/1793

）; no. 61, p. 96A
-3, d. 

9 Z 1207

（18/7/1793

）; no. 62, p. 5B
-3, d. 25 M

 1208

（2/9/1793

）; no. 69, p. 26A
-2, d. 24 R 1212

（16/10/1797

）. 

な

お
、
ア
フ
キ
ャ
ー
ム
台
帳
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。İA

D
 no. 

1/177/797, d. M
 1157

（2/1744

）; no. 2/146/501, d. Ş 1159
（9/1746

）; no. 8/245/800, d. M
 1189

（3-4/1775

）; no. 
9/284/1054, d. B 1192

（8/1778

）; no. 11/323/1007, d. Z 1206

（8/1792
）
を
参
照
。



史
　
　
　
学
　
第
八
二
巻
　
第
三
号

一
〇
四
（
三
四
〇
）　

（
79
）İŞS no. 4, p. 57A

-1, d. B 1028

（6/1619

）; K
uran, T

im
ur

（ed.

）, M
ahkem

e K
ayıtları Işı ğında 17. Y

üzyıl İstanbul̓unda 
Sosyo-E

konom
ik Y

aşam
, vol. 1, İstanbul, 2010, pp. 200-202.

（
80
）
一
七
世
紀
中
葉
に
関
し
て
は
、
一
六
四
〇
年
の
公
定
価
格
表
か
ら

靴
革
商
組
合
の
存
在
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
六
六
〇
年

代
の
法
廷
記
録
に
関
連
す
る
記
述
が
あ
る
。K

ütüko ğlu, 1640 
T
arihli N

arh D
efteri; İŞS no. 9, p. 121A

-1, d. 15 M
 1072

（10/9/1661

）; no. 16, p. 82B-1, d. 12 S 1076

（24/8/1665

）; 
K
uran, M

ahkem
e K

ayıtları, vol. 1, pp. 222-225, 259-261

を
参

照
。
な
お
、
一
七
世
紀
後
半
に
つ
い
て
は
、
メ
ル
ジ
ャ
ン
市
場
の
会

所
で
靴
革
取
引
が
行
わ
れ
た
と
す
る
Ｒ
・
マ
ン
ト
ラ
ン
の
研
究
が
あ

る
が
、
そ
の
典
拠
は
О
・
Ｎ
・
エ
ル
ギ
ン
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
たİŞS 

no. 25, p. 183-3, d. 21 Ca 1180

（25/10/1766

）
で
あ
る
た
め
同

時
代
史
料
に
よ
る
検
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。M

antran, Robert, Is-
tanbul dans la seconde m

oitié du X
V
II e siècle: E

ssai d

’his-
toire institutionnelle, économ

ique et sociale, Paris, 1962, pp. 
468-469; Ergin, 

‘Osm
ân N

ûrî, M
ecelle-i U

m
ûr-ı B

elediye, 
vol. 1, İstanbul, 1338

（1922

）, pp. 669-670

を
参
照
。

（
81
）B

O
A

, C
evdet B

elediye no. 5186, d. 15 R
a 1177

（23/9/1763

）.

（
82
）
例
外
と
し
て
、カ
イ
セ
リ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
お
よ
び
代
官
（m

ütesell-
im

）
に
宛
て
て
発
布
さ
れ
た
勅
令
の
文
言
を
恣
意
的
に
抜
書
き
し
た

請
願
書
（ʻarzıhâl

）
を
政
府
に
提
出
し
、
遠
隔
地
商
人
か
ら
の
仕
入

れ
を
合
法
化
し
よ
う
と
し
た
ブ
ー
ツ
工
（çizm

eci

）
の
事
例
は
、

İA
D
 no. 2/146/501, d. Ş 1159

（9/1746

）
を
参
照
。

（
83
）K

ütüko ğlu, 1640 T
arihli N

arh D
efteri, pp. 15-16.

（
84
）
一
七
九
三
年
の
価
格
表
に
は
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
価
格
が
「
適
正

価
格
」
で
あ
り
、
実
売
価
格
は
交
渉
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
る
。BO

A
, D

. BŞM
 no. 6134, d. 1 B 1207

（12/2/1793

）; 
İŞS no. 201, p. 44A

-1, d. 1 B 1207

（12/2/1793

）
を
参
照
。

（
85
）İŞS no. 24, pp. 91A

-2, 91B-2, d. 1144

（1730-31

）.

（
86
）İŞS no. 54, p. 127B-2, d. 7 N

 1201

（23/6/1787

）.

（
87
）İŞS no. 32, p. 16A

-2, d. 18 M
 1183

（24/5/1769

）.

（
88
）İŞS no. 73, p. 67A

-3, d. 9 S 1215

（2/7/1800

）; no. 73, p. 
67B-1, d. 9 S 1215

（2/7/1800

）.

（
89
）
当
時
の
食
料
・
物
資
の
価
格
高
騰
に
つ
い
て
は
、
一
先
ずPam

uk, 
Şevket

（ed.

）, İstanbul ve D
i ğer K

entlerde 500 Y
ıllık Fiyat-

lar ve Ü
cretler: 1469-1998, A

nkara, 2000, pp. 3-18

を
参
照
。

（
90
）
カ
イ
セ
リ
で
鞣
剤
の
原
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
没
食
子
は
主
に
デ
ィ

ヤ
ル
バ
ク
ル
か
ら
供
給
さ
れ
た
が
、
次
第
に
そ
れ
ら
の
多
く
が
イ
ズ

ミ
ル
や
ア
レ
ッ
ポ
を
経
由
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
（Efrenc tâ̓

ifesi

）

に
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
カ
イ
セ
リ
で
は
革
の
生

産
量
が
減
少
し
た
う
え
、
没
食
子
に
代
え
て
漆
の
葉
（sum

ak yapra ğı

）

が
用
い
ら
れ
た
た
め
黒
く
変
色
す
る
不
良
品
が
増
加
し
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、İŞS no. 25, p. 183-3, d. 21 Ca 1180

（25/10/1766

）; 
no. 58, p. 42A

-3, d. 13 Z 1203

（4/9/1789

）; no. 73, p. 99A
-2, d. 

25 Ş 1215

（11/1/1801

）; no. 75, p. 49B
-1, d. 15 S 1216

（27/6/1801

）; B
O
A
, C

evdet İktisat no. 345, d. 3 Ş 1207
（16/3/1793

）; no. 1910, d. 17 Z 1211

（13/6/1797

）
の
各
史
料

の
ほ
か
、Ö

zkaya, 

“Esnaf Sorunları

”, pp. 1045-1046; T
ekin, 

“Osm
anlı İm

paratorlu ğu̓
nda D

ericilik

”, pp. 95-96; H
ülagü, 

“Kayseri̓de Sahtiyan Ü
retim

i

”, p. 7

を
も
参
照
。
ま
た
、
一
八



一
八
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
靴
革
流
通
と
靴
革
商
組
合

一
〇
五
（
三
四
一
）　

世
紀
に
お
け
る
イ
ズ
ミ
ル
お
よ
び
ア
レ
ッ
ポ
か
ら
マ
ル
セ
イ
ユ
へ
の

没
食
子
の
輸
出
に
つ
い
て
は
、Paris, Robert, H

istoire du com
-

m
erce de M

arseille, vol. 5, Paris, 1957, pp. 523-524

を
み
よ
。

（
91
）İŞS no. 63, p. 48A

-2, d. 15 L 1209

（5/5/1795

）; no. 67, p. 
50A

-3, 19 Ş 1211

（17/2/1797

）; no. 71, p. 50A
-2, d. 2 C 1213

（11/11/1798
）; no. 71, p. 56A

-2, d. 23 C 1213

（2/12/1798

）; 
no. 71, p. 60B-2, d. 15 B 1213

（23/12/1798

）; no. 73, p. 38A
-3, 

d. 9 B 1214

（7/12/1799

）; no. 75, p. 49B-1, d. 15 S 1216

（27/6/1801

）; BO
A
, Cevdet İktisat no. 144, d. 13 Za 1211

（10/5/1797

）; T
ekin, 

“Osm
anlı İm

paratorlu ğu̓
nda D

ericilik

”, 
p. 98. 

な
お
、Refik, A

hm
ed

（ed.

）, H
icrî O

n İkinci A
sırda 

İstanbul H
ayatı

（1100-1200
）, İstanbul, 1930, pp. 125-127, 

no. 154

に
よ
れ
ば
、
こ
の
紛
争
は
一
七
三
三
年
ま
で
遡
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。

（
92
）İŞS no. 29, p. 79A

-1, d. 10 R 1181

（5/9/1767

）; no. 30, p. 
14B-2, d. 7 N

 1181

（27/1/1768

）; no. 42, p. 70B-1, d. 9 B 1192

（3/8/1778

）.  

以
後
、
こ
う
し
た
遠
隔
地
商
人
に
よ
る
販
売
が
実
際

に
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
以
下
の
一
七
八
一
年
か
ら
九
三
年
ま
で
の

法
廷
記
録
に
記
さ
れ
た
関
連
業
者
の
証
言
に
よ
っ
て
跡
付
け
ら
れ
る
。

İŞS no. 47, p. 80A
-2, d. Ca 1195

（4-5/1781

）; no. 47, p. 92B-3, 
d. 27 B 1195

（19/7/1781

）; no. 61, p. 22A
-2, d. 19 Za 1206

（9/7/1792

）; no. 61, p. 96A
-3, d. 9 Z 1207

（18/7/1793

）
を
参
照
。

（
93
）İŞS no. 61, p. 22A

-2, d. 19 Za 1206

（9/7/1792

）; no. 61, p. 
75A

-3, d. 29 L 1207

（9/6/1793

）; no. 201, p. 51B-2, d. 21 Z 
1207

（30/7/1793

）.

（
94
）İŞS no. 49, p. 47A

-3, d. 14 Ş 1195

（5/8/1781

）.

（
95
）Ergin, M
ecelle, vol. 1, p. 647; İŞS no. 65, p. 70B-2, d. 2 Za 

1203

（25/7/1789

）. 

靴
革
が
専
売
廃
止
令
の
対
象
と
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、İŞS no. 58, p. 42A

-3, d. 13 Z 1203

（4/9/1789

）
に

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
カ
ー
デ
ィ
ー
が
靴
革
商
組
合
、
靴
工
組
合
、
遠
隔

地
商
人
を
法
廷
に
集
め
、
以
後
、
靴
革
商
組
合
の
「
売
買
を
め
ぐ
る

独
占
（inhisâr-ı beyʻ ve şirâ

）」
を
無
効
と
す
る
こ
と
を
約
束
さ

せ
た
と
あ
る
。
ま
た
、BO

A
, Cevdet İktisat no. 418, d. N

-L 
1207

（4-6/1793

）
に
よ
る
と
、
一
七
九
三
年
に
ビ
ガ
デ
ィ
チBig-

adiç

、ロ
ド
スRodos

、ク
シ
ャ
ダ
スK

uşadası

の
各
カ
ー
デ
ィ
ー
は
、

靴
革
商
組
合
の
独
占
権
を
保
障
す
る
過
去
の
勅
令
を
無
効
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
現
地
の
関
連
業
者
に
通
達
す
る
よ
う
に
勅
令
に
よ
っ
て

命
じ
ら
れ
た
。

（
96
）İŞS no. 61, p. 96A

-3, d. 9 Z 1207

（18/7/1793

）.

（
97
）İŞS no. 67, p. 76A

-3, d. 27 Z 1211

（23/6/1797

）.

（
98
）İŞS no. 67, p. 76A

-3, d. 27 Z 1211

（23/6/1797

）.

（
99
）İŞS no. 61, p. 96A

-3, d. 9 Z 1207

（18/7/1793

）. 

同
様
の
事
例

にİŞS no. 69, p. 26A
-2, d. 24 R 1212

（16/10/1797

）
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ム
ー
サM

ûsâ

と
イ
サ
クÎsâk

と
い
う
ユ
ダ
ヤ
教

徒
の
毛
織
物
商
（çuhacı

）
が
遠
隔
地
商
人
か
ら
サ
フ
テ
ィ
ヤ
ン
革

を
購
入
し
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
靴
工
（m

est dikici

）
で
あ
る
ミ
シ
ョ

ンM
işon

に
販
売
し
た
。
そ
の
可
否
を
め
ぐ
る
紛
争
に
お
い
て
、カ
ー

デ
ィ
ー
は
そ
れ
ま
で
靴
革
が
メ
ル
ジ
ャ
ン
市
場
で
取
引
さ
れ
た
こ
と

を
根
拠
に
、
問
題
の
靴
革
は
靴
革
商
組
合
に
引
き
渡
さ
れ
る
べ
き
と

す
る
裁
定
を
下
し
た
。

（
100
）İŞS no. 71, p. 56A

-2, d. 23 C 1213

（2/12/1798

）.

（
101
）
具
体
的
に
は
靴
革
流
通
の
監
督
官
（m

übâşir

）
を
カ
イ
セ
リ
に
派



史
　
　
　
学
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八
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一
〇
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二
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遣
す
る
こ
と
の
是
非
、
カ
イ
セ
リ
皮
鞣
工
か
ら
の
事
情
聴
取
、
前
述

し
た
カ
イ
セ
リ
に
お
け
る
没
食
子
の
不
足
や
イ
ス
キ
リ
プ
の
靴
工
に

よ
る
干
渉
と
い
っ
た
カ
イ
セ
リ
産
サ
フ
テ
ィ
ヤ
ン
革
の
価
格
高
騰
の

要
因
と
そ
の
対
策
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
註
九
〇
・
九
一
に
挙

げ
た
資
料
を
参
照
の
こ
と
。

（
102
）
例
え
ば
、BO

A
, Cevdet Belediye no. 1723, d. 3 Z 1217

（27/3/1803
）
に
あ
る
靴
工
の
証
言
を
参
照
。

（
103
）BO

A
, D

. BŞM
 no. 6134, d. 1 B 1207

（12/2/1793

）; İŞS no. 
204, p. 44A

-1, d. 1 B 1207
（12/2/1793

）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

（
104
）İŞS no. 64, p. 96B-2, d. 1 M

 1211

（7/7/1796

）.


